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第 1章 問 題 と 目的
第 1節 通 常 学 級 に お け る特 別 支 援 学 級
近 年 、 通 常 学 級 に お け る特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を 持 つ 児
童 生 徒 の 数 は増 加 傾 向 に あ り、「通 常 の 学 級 に1在籍 す る発
達 障 害 の 可 能 性 の あ る特 別 な 教 育 的 支 援 を 必 要 とす る 児
童 生 徒 に 関 す る調 査 結 果 に つ い て 」 (文部 科 学 省 ,2012)1)
で は 、 学 習 面 又 は 行 動 面 で 著 しい 困 難 を 示 す と され た 児
童 生 徒 は 、約 6.5%の割 合 で 通 常 学 級 に在 籍 して い る 可 能
性 が 示 され た 。Hall・Strickett(2002)2)は、発 達 障 害 児
は し ば しば 仲 間 関係 の 形 成 や 維 持 に 困 難 を 示 す こ と を 指
摘 して お り、 こ の こ とか ら周 囲 の 児 童 と の トラ ブ ル に 発
展 す る こ と に な りか ね な い と考 え られ る。 ま た 森 山 0千
り||(2010)3)は、 学 習 の つ ま ず き が 原 因 で は あ る が 対 応 さ
れ な い た め の 結 果 と して 、 自己 肯 定 感 や 効 力 感 の 低 下 や 、
対 人 関係 の トラ ブ ル 等 の 二 次 障 害 が 生 じ る こ とが 多 い と
指 摘 して お り、 学 習 障 害 が 起 因 と な つ て 通 常 学 級 の 児 童
生 徒 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 示 唆 して い る。 した が つ て 、
通 常 学 級 に お い て も発 達 障 害 の 恐 れ が あ る児 童 生 徒 の 指
導 に お い て 、 特 別 支 援 教 育 の 視 点 を 取 り入 れ た 観 点 が 設
定 され る必 要 が あ る。
中 央 教 育 審 議 会 答 申 の 「共 生 社 会 の 形 成 に 向 け た イ ン
ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム 構 築 の た め の 特 別 支 援 教 育 の 推
進 (報告 )」 4)では 、「共 生 社 会 」 と は 、「これ ま で 必 ず し
も十 分 に 社 会 参 加 で き る よ うな 環 境 に な か つ た 障 害 者 等
が 、 積 極 的 に 参 加 ・ 貢 献 し て い く こ と が で き る 社 会 で あ
る 。そ れ は 、誰 も が 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 支 え 合 い 、
人 々 の 多 様 な 在 り方 を 相 互 に 認 め 合 え る 全 員 参 カロ型 の 社
会 で あ る 」 と さ れ て お り 、 特 別 支 援 教 育 は 共 生 社 会 の 形
成 に 向 け て 、 イ ン ク ル シ ー ブ 教 育 シ ス テ ム 構 築 の た め に
必 要 不 可 欠 で あ る と 考 え ら れ る 。 ま た 同 答 申 で は 「障 害
の あ る 子 ど も と 障 害 の な い 子 ど も が 、 授 業 内 容 が 分 か り
学 習 活 動 に 参 加 し て い る 実 感 ・ 達 成 感 を 持 ち な が ら 、 充
実 し た 時 間 を 過 ご し つ つ 、 生 き る 力 を 身 に つ け て い け る
た め の 環 境 整 備 が 必 要 」 で あ る と も 述 べ ら れ て お り 、 こ
の よ う な 形 で 特 別 支 援 教 育 を 発 展 さ せ て い く こ と が 、 障
害 の あ る 子 ど も に も 、 障 害 の な い 子 ど も に も 良 い 効 果 を
も た ら す こ と が で き る と さ れ て い る 。
第 2節 通 常 学 級 の 特 別 な ニ ー ズ を 持 つ 児 童 へ の 支 援 体
制
イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 シ ス テ ム 構 築 の た め の 環 境 整 備 の
一 環 と して 、 様 々 な 機 関 との 連 携 が 重 要 で あ る と考 え ら
れ る。 文 部 科 学 省 「共 生 社 会 の 形 成 に 向 け た イ ン クル ー
シ ブ 教 育 シ ス テ ム 構 築 の た め の 特 別 支 援 教 育 の 推 進 (報
告 )」 は 、「障 害 の あ る子 ど もが 、そ の 能 力 や 可 能 性 を最 大
限 に 伸 ば し、 自立 し社 会 参 加 す る こ とが で き る よ う、 医
療 、 保 健 、 福 祉 、 労 働 等 との 連 携 を 強 化 し、 社 会 全 体 の
様 々 な機 能 を 活 用 して 、 十 分 な 教 育 が 受 け られ る よ う、
障 害 の あ る子 ど も の 教 育 の 充 実 を 図 る こ とが 重 要 で あ る 」
と 述 べ て い る 。
古 井 (2011)5)は、「《通 常 学 級 で の 支 援 の 限 界 》 を感 じ
て い る教 員 は 、【専 門 機 関 との 連 携 】 を 必 要 と して い た 。
しか し、《専 門機 関 の 不 足 》 や 《専 門機 関利 用 手 続 き の 負
担 》 が あ る た め 、 専 門機 関 に 対 して 《学 校 が 利 用 しや す
い 専 門機 関 の 条 件 整 備 》 を 求 め て い る 」 と述 べ て お り、
こ の こ とか ら、 通 常 の 小 学 校 に お い て も 医 療 、 福 祉 等 の
様 々 な 専 門 機 関 との 連 携 が 必 要 で あ り、 子 ど も を 包 括 的
に 支 援 す る体 制 づ く りが 求 め られ る と考 え られ る。
しか し、 医 療 、 福 祉 機 関 と の 連 携 は 多 く研 究 され て お
り、 地 域 に お け る そ の 連 携 の 方 法 は 提 示 され て い る が 、
発 達 障 害 児 に 対 す る 学 習 支 援 や 生 活 支 援 の 機 関 と の 連 携
































図 1 民 間 組 織 ・ 支 援 技 術 を 活 用 し た
特 別 支 援 教 育 研 究 事 業
特 別 支 援 教 育 平 成 25年度 実 施 事 業 (図1参照 )にて 、「民
間 組 織 ・ 支 援 技 術 を 活 用 し た 特 別 支 援 教 育 研 究 事 業 」 6)
が 実 施 さ れ 、 文 部 科 学 省 は 、 小 。中 0高等 学 校 及 び 特 別
支 援 学 校 に お い て 、 発 達 障 害 等 の あ る 児 童 生 徒 や 障 害 特
性 、 発 達 段 階 、 教 科 の 特 性 な ど に 応 じ た 教 科 用 特 定 図 書
等 や 教 材 、 そ の 支 援 技 術 に 関 す る 研 究 や 普 及 推 進 を 実 施 、
ま た 、 特 に 課 題 と さ れ て い る 分 野 等 に つ い て 先 導 的 な 取
組 を 行 つ て い る NPO等民 間 団 体 に 対 し 、 実 践 研 究 を 委 託
し て い る 。 民 間 事 業 に よ る 発 達 障 害 児 へ の 異 な る 支 援 団
体 間 の 連 携 及 び 支 援 活 動 の 協 同 及 び 互 助 、 情 報 共 有 等 の
ネ ッ トワー ク体 制 は 強 化 され つ つ あ る。
し か し文 部 科 学 省 か ら の 研 究 委 託 の あ る 民 間 の 事 業 は
年 間 6件程 度 で あ り、 全 国 全 て の 事 業 と学 校 が 連 携 で き
る環 境 で は な く、 今 後 の 発 展 と環 境 の 整 備 が 求 め られ る
と考 え られ る。
第 3節 民 間 学 習 支 援 事 業 との 連 携
発 達 障 害 児 に対 す る学 習 支 援 や SSTの実 施 や 研 究 は 、
公 的 機 関 の み で は 環 境 の 整 備 が 不 十 分 で あ り、 民 間 企 業
に 委 託 す る とい う状 況 で あ る。 よ つ て 児 童 へ の 支 援 に 当
た り、 民 間 の 学 習 支 援 施 設 が 重 要 で あ る。
こ の よ うな 子 ど もへ の 支 援 の 形 の ひ とつ と して 、 地 域
に 存 在 す る発 達 障 害 を 対 象 と した 民 間 学 習 支 援 事 業 と の
連 携 に よ る支 援 の 形 態 の 有 効 性 に 注 目す る。
黒 石 ・ 高 橋 (2009)7)は民 間 教 育 機 関 と して の 塾 は 学 校
教 育 を補 完 す る役 割 で あ る と して お り、「社 会 的 要 請 と し
て 学 校 教 育 に お い て 不 足 して い る部 分 を 補 う とい う機 能
が あ る。 ま た 、 私 教 育 と して 、 教 育 の 目的 や 日標 を 自 由
に 設 定 で き 、 カ リキ ュ ラ ム や 教 育 内 容 、 教 育 方 法 等 も 自
由 に お こ な え る 点 が 大 き な 特 徴 と して 挙 げ られ る 」 と私
教 育 の 意 義 を述 べ て い る。ま た 杉 山(2008)8)は、「子 ど も
た ち に と っ て 学 校 以 外 の 場 が あ る こ と は 、 精 神 的 な 安 心
感 に も繋 が る コ ミュ ニ テ ィ 的 な 側 面 で あ る 」 と述 べ て お
り、 民 間 学 習 支 援 事 業 は 、 子 ど も た ち に 居 場 所 を 提 供 す
る役 割 も兼 ね 備 え て い る。
発 達 障 害 を 対 象 とす る 民 間 学 習 支 援 事 業 で は 、 特 別 な
ニ ー ズ を 持 つ 子 ど も を 対 象 に 、 児 童 一 人 ひ と りに あ つ た
個 別 指 導 や 発 達 障 害 児 に 必 要 な ソー シ ャル ス キ ル トレー
ニ ン グ の 指 導 、 集 団 学 習 等 の 指 導 を行 つ て い る。 これ ら
の 事 業 で は 決 ま っ た カ リキ ュ ラ ム や 学 習 指 導 要 領 等 が 存
在 しな い た め 、 学 校 で の 一 斉 指 導 に 比 べ 、 学 習 に 遅 れ の
見 られ る児 童 に 対 し、 よ り個 々 の ニ ー ズ に あ つ た 指 導 を
展 開 で き る と考 え られ る。 よ つ て こ の よ うな 事 業 は 、 通
常 学 級 の 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を 持 つ 子 ど も に と つ て 、 よ
り適 した ニ ー ズ に合 つ た 支 援 を提 供 して い る と言 え る。
しか し これ ら の 事 業 は 、 民 間 の 事 業 で あ る た め 、 公 的
機 関 に 比 べ 学 校 と直 接 連 携 の 手 段 を 取 る こ と が 難 しい 現
状 で あ る。 連 携 の ガ イ ダ ン ス が 存 在 しな い た め 、 学 校 と
連 絡 を 取 りづ らい こ とや 、 子 ど も の 学 校 で の 生 活 の 様 子
や 学 習 の 内 容 が 子 ど もや 保 護 者 を 通 して の 情 報 収 集 に な
り、 正 確 に 把 握 し き れ な い こ と、 施 設 と学 校 に お い て 一
貫 され た 指 導 ・ 支 援 を行 い づ らい こ と等 の 問 題 点 が 考 え
られ る。
した が つ て これ ら の 発 達 障 害 を 対 象 とす る 民 間 学 習 支
援 事 業 は 1つの 教 育 資 源 と して 、 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を
持 つ 子 ど も を 支 援 して い くた め に 、 対 象 児 の 通 う学 校 と
情 報 共 有 を 行 い 、 共 に 子 ど も達 を 支 援 して い く体 制 を 整
え る必 要 が あ る と考 え る。
6
第 2節 目的
そ こ で 本 研 究 で は 、 通 常 学 級 の 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を
持 つ 子 ど も に 対 す る 、 発 達 障 害 を 対 象 とす る 民 間 学 習 支
援 事 業・ 小 学 校 、 そ れ ぞ れ の 支 援 体 制 の 現 状 と課 題 を 明
らか に し、 民 間 学 習 支 援 事 業 と学 校 と の 連 携 の あ り方 を
提 示 す る こ と を 目的 とす る。
な お 、 本 研 究 に お け る発 達 障 害 の 定 義 に お い て は 、 以
下 に 示 す よ うな 文 部 科 学 省 「主 な 発 達 障 害 の 定 義 に つ い
て 」 9)に則 つ た もの とす る。
Table。1自閉 症 ス ペ ク トラ ム(ASD)の定 義
自閉症 とは 、3歳位 ま で に 現 れ 、① 他 人 との 社 会 的 関係
の 形 成 の 困 難 さ、 ② 言 葉 の 発 達 の 遅 れ 、 ③ 興 味 や 関 心 が
狭 く特 定 の も の に こ だ わ る こ と を 特 徴 とす る行 動 の 障 害
で あ り、 中枢 神 経 系 に何 らか の 要 因 に よ る機 能 不 全 が あ
る と推 定 され る。
Table。2学習 障 害 (LD)の定 義
学 習 障 害 と は 、 基 本 的 に は 全 般 的 な 知 的 発 達 に 遅 れ は
な い が 、 聞 く、 話 す 、 読 む 、 書 く、 計 算 す る 又 は 推 論 す
る能 力 の うち 特 定 の も の の 習 得 と使 用 に 著 しい 困 難 を 示
す 様 々 な 状 態 を指 す も の で あ る。
学 習 障 害 は 、 そ の 原 因 と して 、 中枢 神 経 系 に 何 らか の
機 能 障 害 が あ る と 推 定 さ れ る が 、 視 覚 障 害 、 聴 覚 障 害 、
知 的 障 害 、 情 緒 障 害 な ど の 障 害 や 、 環 境 的 な 要 因 が 直 接
の 原 因 と な る も の で は な い 。
Table。3注意 欠 陥 多 動 性 障 害(ADHD)の定 義
ADHDとは 、年 齢 あ る い は 発 達 に 不 釣 り合 い な 注 意 力 、
及 び /又は 衝 動 性 、 多 動 性 を 特 徴 と す る 行 動 の 障 害 で 、
社 会 的 な 活 動 や 学 業 の 機 能 に 支 障 を き た す も の で あ る 。
ま た 、7歳以 前 に 現 れ 、 そ の 状 態 が 継 続 し 、 中 枢 神 経 系
に 何 ら か の 要 因 に よ る 機 能 不 全 が あ る と 推 定 さ れ る 。
第 2章 研 究 I
第 1節 研 究 の 目的
質 問 紙 調 査 に よ り、 通 常 学 級 に お け る 学 級 の 特 別 な 教
育 的 ニ ー ズ を もつ 児 童 の 実 態 、 学 級 担 任 の 児 童 へ の 対 応 、
各 関 係 機 関 と の 連 携 の 密 度 、 民 間 学 習 支 援 事 業 に つ い て
の 認 知 、 利 用 な どの 現 状 と課 題 を 明 らか に す る。
第 2節 方 法
2-1 調 査 対 象
調 査 対 象 は 、Z市内 小 学 校 4校の 代 表 者 、及 び 4校の 全
通 常 学 級 の 担 任 教 員 で あ っ た 。
な お Z市は研 究 Iの調 査 対 象 の 民 間 学 習 支 援 事 業 Aの
位 置 す る 市 で あ り、 人 口 11万人 、 小 学 校 数 は 20校で あ
る。
2-2 調 査 方 法
学 校 代 表 者 へ の 質 問 紙 i、 及 び 通 常 学 級 の 担 任 教 員 ヘ
の 質 問 紙 五を作 成 し、 郵 送 、 ま た は FAXによ る配 布 を行
い 、 後 日代 表 者 か らの 回 収 を行 っ た 。
2-3 調 査 期 間
調 査 期 間 は 、 2014年9月か ら 11月で あ つ た 。
2-4 調 査 項 目
質 問 紙 iは学 校 代 表 者 に 対 し 以 下 5設間 を 設 定 し た 。
質 問 紙 の 回 答 様 式 に は 選 択 肢 と 自 由 記 述 に よ る 回 答 を 用
い て 行 つ た 。
項 目 は
①児童数 につ い て
② 特別 支援 コーデ ィネー ター につ いて
③校 内支援委員会 の頻度 について
④特別支援教 育 に関す る校 内支援委員 会 の内容 につ いて
⑤校 内支援 委 員 会 以外 の特別 支援 教 育 に関す る活 動 につ
い ｀C
で あ つ た 。
質 問 紙 五 は 通 常 学 級 担 任 に 対 し て 以 下 5項目 39設間 を
設 定 し た 。 質 問 紙 の 回 答 様 式 に は 選 択 肢 を 用 い て 行 つ た
が 、 自 由 記 述 に よ る 回 答 も 用 い て 行 っ た 。 質 問 項 目 は 、
古 井 ・ 神 谷 (2012)1°)の「特 別 支 援 教 育 に お け る 学 校 と
関 係 機 関 と の 連 携 一 学 校 教 員 を 対 象 と し た ア ン ケ ー ト調
査 よ リー 」 を 参 考 に 作 成 し た 。
項 目 は
① 通 常 学 級 担 任 教 師 自身 と学 級 に つ い て
② 通 常 学 級 担 任 の LDの可 能 性 の あ る児 童 へ の 意 識 、対 応
に つ い て
③ 通 常 学 級 担 任 の ADHDの可 能 性 の あ る児 童 へ の 意 識 、
対 応 に つ い て
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④ 通 常 学 級 担 任 の ASDの可能 性 の あ る児 童 へ の意 識 、 対
応 につ い て
⑤ 学 校 と発 達 障 害 を対 象 とす る民 間 学 習 支 援 事 業 との 連
携 につ い て
で あ っ た。
2-5 分 析 方 法
質 問 項 目 の う ち 、 選 択 肢 の 回 答 に 関 し て は 、 質 問 項 目
ご と に 集 計 結 果 を ま と め た 。
ま た 自 由 記 述 に よ る 回 答 は 、 カ テ ゴ リ ー 化 し て 分 類 し
た 。 た だ し 、 自 由 記 述 の 回 答 数 が 少 な い 場 合 は 回 答 を 載
せ る の み に 留 ま る こ と と し た 。
第 3節 質 問 紙 iの結 果
3-1 回 収 率
質 問 紙 iに関 して は 、 配 布 数 は 4部、 回 収 数 は 4部、




1)児 童 数 と 学 級 数
「貴 校 の 児 童 数 と 学 級 数 を 教 え て く だ さ い 」 の 設 問 の
回 答 を Table.2‐1、 Table.2‐2に示 し た 。 G校は 単 学 級 の
学 校 で あ っ た が 、 他 の E、 F、 G校は 大 規 模 な 学 校 で あ つ
た 。 大 規 模 校 で は 特 別 支 援 学 級 も 複 数 学 級 存 在 し 、 障 害
種 別 等 に 分 け ら れ て い る こ と が 考 え ら れ る 。
2)特別 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 担 当 者
「貴 校 の 特 別 支 援 コー デ ィ ネ ー タ ー は 誰 が 担 当 して い
ま す か 」 とい う設 間 に対 す る 回 答 は 、「特 別 支 援 学 級 の 担
任 が 担 当」 が 2校で 50%、「特 別 支 援 教 育 経 験 者 が 担 当 」
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Table.2‐1 対 象 校 の 児 童 数 (人)
D校 E校 F校 G校
児 童 数 471 620 613 187
Table.2‐2 対 象 校 の 学 級 数 (人)
1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 特 別
支 援
学 級
D校 3 3 2 3 2 3 3
E校 4 3 3 4 3 3 3
F校 4 3 3 3 3 3 2
G校 1 1 1 1 1 1 1
が 1校で 25%、「そ の 他 」が 1校で 25%であ つ た 。「そ の
他 」の 回 答 は 「2名体 制 で 特 別 支 援 経 験 者 や コー デ ィネ ー
タ ー が 入 つ て 引 継 ぎ に も 留 意 して い る 」 で あ つ た 。 い ず
れ の 学 校 も 特 別 支 援 教 育 に 携 わ る教 員 が 特 別 支 援 コ ー デ
ィネ ー タ ー を担 当 して い る こ とが 明 らか に な つ た 。 ま た 、
大 規 模 校 で は 2名体 制 で 担 当 して い る学 校 も あ り、 学 校
の 形 態 に合 わ せ 対 応 して い る こ とが 分 か つ た 。
3)特別 支 援 教 育 に 関 す る校 内 委 員 会 に つ い て
「学 校 内 で 障 害 や 特 別 支 援 教 育 に 関 す る校 内 支 援 委 員
会 は行 わ れ て い ま す か 」の 設 間 に 対 し、4校す べ て が 「行
わ れ て い る」 と回 答 し、 そ の 頻 度 は 4校と も 「月 に 1回
程 度 」で あ っ た 。lヶ月 に 1回、確 実 に 特 別 支 援 教 育 に 関
す る校 内委 員 会 が 行 わ れ て い る こ とが 明 らか に な っ た 。
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4)校内 支 援 委 員 会 の 具 体 的 内 容
「具 体 的 な 校 内 支 援 委 員 会 の 内 容 を教 え て く だ さい 」
の 設 間 の 結 果 を Table。2‐3に示 した 。ほ とん どの 学 校 が 研
修 会 だ け に 留 ま らず 、 就 学 指 導 や 、 巡 回 相 談 等 、 多 岐 に
わ た っ て 委 員 会 を行 つ て い る こ とが 分 か つ た 。
Table.2¨3 校 内 支 援 委 員 会 の 具 体 的 内 容
E校 個 別 の 指 導 計 画 を 作 成 、1人1人の 能 力 や ニ ー ズ に
応 じ た 支 援 が で き る よ う に 定 期 的 な 委 員 会 の 開 催
を 進 め て い る 。
就 学 指 導 委 員 会 と し て の 機 能 を 持 ち 、 児 童 の 発 達 、
成 長 に 基 づ き 適 切 な 就 学 へ の 助 言 も し て い る
F校 要 支 援 児 童 の 共 通 理 解 と対 応 策 の 交 流
G校 特 別 支 援 教 育 推 進 計 画 及 び 推 進 方 針 の 案 の 作 成
研 修 会 の 企 画
巡 回 相 談 の 計 画
児 童 の 様 子 に つ い て の 交 流
H校 就 学 指 導 推 進 委 員 会 (特別 支 援 含 む )
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第 4節 質 問 紙 iiの結 果
4-1 回 収 率
質 問 紙 五 に 関 し て は 、配 布 数 は 61部、回 収 数 は 47部、
回 収 率 は 77%であ つ た 。
4-2 結 果  項 目 ① 「 通 常 学 級 担 任 教 師 自 身 と 学 級 に
つ い て 」
1) 回 答 者 の 性 別 ・ 年 齢 ・ 勤 務 年 数
回 答 者 の 男 女 別 の 人 数 に つ い て の 回 答 を Fig.1に、回 答
者 の 年 代 別 人 数 に つ い て ま と め た も の を Fig.2に、勤 務 年
数 、 現 任 校 で の 勤 務 年 数 に つ い て ま と め た も の を Fig.3、
Fig。4に示 し た 。 年 齢 か ら 、 40代、50代の 教 師 が 多 い こ
と が 、 勤 務 年 数 に お い て 、「20年以 上 」 の 回 答 が 多 く 、 い
























Fig。4 現 任 校 勤 務 年 数 (人)
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2) 担 任 学 級 の 児 童 数
「現 在 担 任 され て い る 学 級 の 人 数 を教 え て く だ さい 」
の 設 間 の 回 答 を ま とめ た もの を Fig。5に示 した 。比 較 的 人





Fig.5 学 級 の 人 数 (人)
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3) 特 別 支 援 学 校 、 特 別 支 援 学 級 で の 経 験
次 に 特 別 支 援 学 校 、 特 別 支 援 学 級 で の 指 導 経 験 に つ い
て ま とめ た もの を Fig。6に示 した 。半 数 近 くの 教 員 が 特 別
支 援 学 校 、 特 別 支 援 学 級 で の 経 験 が あ る こ と が 明 らか に
な つ た 。 ま た 「あ る 」 と 回 答 した 教 員 の 特 別 支 援 学 校 、
特 別 支 援 学 級 で の 指 導 年 数 に つ い て ま と め た も の は
Fig.7に示 した 。そ の 結 果 は 平 均 2.8年で あ り、最 長 6年、













の指導年数   58%
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4) 特 別 支 援 教 諭 免 許 状 の 取 得 状 況
「特 別 支 援 教 諭 免 許 状 を所 有 して い ま す か 。」 の 設 間 の
回 答 を Fig.8に示 した 。お よそ 9害1に近 い 教 員 が 特 別 支 援







Fig。8 特 別 支 援 教 諭 免 許 状 の 保 有 率(%)
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5)特 別 支 援 コー デ ィ ネ ー タ ー の 経 験
「特 別 支 援 コ ー デ ィネ ー タ ー の 経 験 は あ りま す か 」 と
い う設 間 の 回 答 を Fig。9に示 した 。ま た 特 別 支 援 コー デ ィ
ネ ー タ ー の 経 験 年 数 を Fig。10に示 した。 特 別 支 援 コー デ
ィネ ー ター は 近 年 設 定 され た こ と も あ り、 特 別 支 援 学 校 、
特 別 支 援 学 級 の 経 験 に 比 べ 、 経 験 者 が 少 な い こ と が 明 ら





Fig。9 特 別 支 援 コー デ ィネ ー タ ー の 経 験(%)
Fig。10 特 別 支 援 コー デ ィネ ー タ ー の 経 験 年 数 (%)
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6)特 別 支 援 教 育 に 関 す る 校 内 委 員 会 の 参 加 の 頻 度
「学 校 内 で 行 わ れ る 障 害 や 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 校 内
委 員 会 に 参 加 し て い ま す か 」 の 回 答 を ま と め た も の を
Fig。11に示 し た 。 設 間 に 対 し 、「毎 回 参 加 し て い る 」 と 回
答 し た 教 員 は 59%、「何 回 か 参 加 し て い る 」 と 回 答 し た 教
員 は 27%、「参 加 し て い な い 」 と 回 答 し た 教 員 は 12%で
あ っ た 。 こ の こ と か ら ほ と ん ど の 教 員 が 、 免 許 状 の 保 有
や 特 別 支 援 教 育 の 経 験 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 校 内 委 員 会 に
参 加 し 、 特 別 支 援 教 育 に 関 し て 学 ん で い る こ と が 明 ら か











Fig。11 特 別 支 援 教 育 に 関 す る
校 内 委 員 会 の 参 加 の 頻 度(%)
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7)学 校 外 の 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 研 修
「学 校 外 で 行 わ れ て い る 障 害 や 特 別 支 援 教 育 に 関 す る
研 修 や 勉 強 会 等 に 参 加 し て い ま す か 」 の 設 間 の 回 答 を
Fig.12に示 し た 。「 は い 」 と 回 答 し た 教 員 は 47%、「い い
え 」と 回 答 し た 教 員 は 53%であ つ た 。校 内 で の 研 修 は 80%
以 上 の 教 員 が 参 加 し て い た が 、 学 校 外 で の 研 修 の 参 加 率
は そ れ に 比 べ て 下 が つ た 。 し か し 約 半 数 の 教 員 が 学 校 外





Fig。12 学 校 外 の 特 別 支 援 教 育 に 関 す る
研 修 へ の 参 加 (%)
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4-3 項 目② 「通 常 学 級 担 任 の LDの可 能 性 の あ る児 童
へ の 意 識 、 対 応 に つ い て 」
1) 学 級 の 学 習 の 遅 れ が 気 に な る 児 童 の 有 無 に つ い て
「現 在 学 級 に 学 習 面 の 遅 れ が 気 に な る 児 童 は い ま す か 」
の 設 間 の 回 答 を Fig。13に示 し た 。「い る 」 と 回 答 し た 教 員
は 91%、「い な い 」 と 回 答 し た 教 員 は 9%であ つ た 。 ほ と
ん ど の 教 員 が 学 級 に 学 習 の 遅 れ を 感 じ る 児 童 が い る と 感




Fig。13 学 習 の 遅 れ が 気 に な る 児 童 の 有 無 (%)
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2)学 習 の 遅 れ を 感 じ る 児 童 の 人 数
「(1)の児 童 は 具 体 的 に 何 人 い ま す か 」 の 設 間 の 回 答 を
ま と め た も の を Fig。14に示 し た 。 そ の 結 果 は 「2人」「3
人 」 が 11名と 最 も 多 か っ た 。 多 い 学 級 で 6人存 在 し て い
る こ と が 分 か つ た 。
次 に (2)の結 果 と 、 (2)の回 答 者 の 学 級 の 児 童 数 か ら 、 学
習 の 遅 れ を 感 じ る 児 童 の 割 合 を 求 め た と こ ろ 、 約 10%存
在 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。 つ ま り 学 級 の 10人に 1人







Fig。14 学 習 の 遅 れ を感 じ る児 童 の 人 数 (人)
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3)学 習 の 遅 れ を 感 じ る 場 面
「学 習 の ど の よ う な 面 に 遅 れ を 感 じ ま す か 。」 の 回 答 を
Fig。15に示 し た 。「文 字 の 読 み 書 き が 苦 手 」 が 88%、「説
明 の 聞 き 取 り が 苦 手 」が 74%、「計 算 問 題 が 苦 手 」が 74%、
「そ の 他 」 が 11%であ つ た 。「そ の 他 」 の 自 由 記 述 の 内 容
を Table。2‐4に示 し た 。 な お 回 答 が 少 数 で あ つ た た め 、カ





Fig。15 学 習 の 遅 れ を感 じ る場 面 (%)(複数 回 答 )
Table.2‐4「 そ の 他 」 の 回 答 (自 由 記 述 )
理 解 す る力 、題 意 把 握 、集 中力 、思 考 力 、学 習 内 容 の 定 着
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4)発達 障 害 の 可 能 性 の 有 無
「上 記 の 対 象 の 児 童 に は 発 達 障 害 の 可 能 性 が あ る と思
い ま す か 」 の 設 間 に 対 し、「あ る と思 う」 が 15%、「あ る
か も しれ な い 」 が 57%、「思 わ な い 」 が 15%、無 回 答 が
13%であ つ た 。 学 習 の 遅 れ を感 じ る児 童 に 対 し、 発 達 障
害 の 可 能 性 を感 じて い る 教 員 が ほ とん ど で あ つ た 。 本 設










Fig。16 発 達 障 害 の 可 能 性 の 有 無(%)
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5)学 習 の 遅 れ の あ る児 童 へ の 特 別 な 支 援
「学 習 面 の 遅 れ が 気 に な る 児 童 に 対 し、 特 別 な 支 援 が
必 要 だ と感 じま す か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig。17に示 した 。
「必 要 だ と感 じ る」が 91%、「必 要 だ と感 じな い 」が 4%、
無 回 答 が 5%であ つ た 。90%以上 の 教 員 が 特 別 な 支 援 が 必








Fig。17 学 習 の 遅 れ の あ る児 童 へ の
特 別 な 支 援 の 必 要 性(%)
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6)具 体 的 な 支 援
「具 体 的 に ど の よ うな 支 援 が 望 ま しい と考 え られ ま す
か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig.18に示 した 。「補 助 教 員 の 配 置 」
が 81%、「補 習 な どの 個 別 措 置 」が 79%、「家 庭 との 連 携 」
が 81%、「学 校 外 の機 関 との連 携 」 が 23%、「そ の 他 」 が
5%であ つ た 。 次 に 「 そ の 他 」 の 自 由 記 述 の 回 答 を
Table.2‐5に示 した 。 な お 、 回 答 が 少 数 で あ つ た た め 、 カ






Fig.18 必 要 だ と感 じ る具 体 的 な 支 援(%)
Table。2‐5「 そ の 他 」 の 回 答 (自 由 記 述 )
そ の 他 の 回 |・ 授 業 中 で の そ の 子 に 合 つ た 支 援 を 工 夫 す
答      |る
・ 丁 寧 な 対 応
・ 適 応 教 室 な ど に よ る 個 別 課 題 へ の 対 応
28
7)支援 の 実 際
「(6)の中 で 実 際 に 取 り組 ま れ て い る 支 援 は あ りま す か 」
の 設 間 の 回 答 を Fig。19に示 した 。「補 助 教 員 の 配 置 」 が
51%、「補 習 な どの 個 別 措 置 」 が 77%、「家 庭 との 連 携 」
が 74%、「学 校 外 の機 関 との 連 携 」が 9%、「そ の 他 」力｀ 5%、
「今 後 利 用 した い 」 が 5%であ つ た 。
こ の 結 果 と(6)を比 べ た もの を Fig。19に示 した 。い ず れ
の 項 目 も 、 望 ま しい と思 つ て い る 教 員 に 対 し、 実 際 に 行
つ て い る教 員 は 下 回 る結 果 に な っ た 。「補 習 な どの 個 別 措
置 」「家 庭 と の 連 携 」 に は 大 き な 差 は 見 られ な か つ た が 、
「補 助 教 員 の 配 置 」「学 校 外 の 機 関 との 連 携 」 に は 大 き な








Fig。19 具 体 的 な 支 援 の 実 際 の 支 援(%)
4-4 項 目③ 「通 常 学 級 担 任 の ADHDの可 能 性 の あ る児
童 へ の意 識 、 対 応 に つ い て 」
1)不 注 意 、 多動 性 が み られ る児 童 の現 状
「現 在 学 級 に 、① 学 業 の 際 に気 が 散 る、 不 注 意 に よ る
間違 い をす る等 の 行 動 、 ② じつ と して い られ な い 、 突 発
的 に 喋 る 、 動 く等 の 行 動 が み られ る児 童 は い ま す か 」 の
設 間 の 回 答 を Fig。20に示 した。「① ② の児 童 が い る」 が
44%、「① の児 童 の み い る」が 21%、「② の児 童 の み い る」
が 4%、「い な い 」が 21%、無 記 入 が 6%であ つ た。「① ② 」
「① の み 」「② の み 」で 計 69%が学 級 に不 注 意 、多 動 性 の







Fig.20 不 注 意 、 多 動 性 が み ら れ る 児 童 の 人 数 (%)
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2)不 注 意 、 多 動 性 が み ら れ る 児 童 の 実 際
「(1)の児 童 は 具 体 的 に 何 人 い ま す か 」 の 設 間 の 回 答 を
ま と め た も の を Fig。21に示 し た 。「2人」「3人」 が 11名
と 最 も 多 か つ た 。
次 に (2)の結 果 と 、 (2)の回 答 者 の 学 級 の 児 童 数 か ら 、 不
注 意 、 多 動 性 が み ら れ る 児 童 の 割 合 を 求 め た と こ ろ 、 約











不 注 意 、 多 動 性 が み られ る 児 童 の 発 達 障 害 の 可 能
「上 記 の 対 象 の 児 童 に は 発 達 障 害 の 可 能 性 が あ る と思
い ま す か 」の 設 間 の 回 答 を Fig。22に示 した 。「あ る と思 う」
が 30%、「あ る か も しれ な い 」が 40%、「な い 」が 21%、
無 回 答 が 9%であ つ た 。不 注 意 、他 動 性 が 見 られ る 自動 に
対 し、「あ る」「あ る か も しれ な い 」 と思 つ て い る教 員 は 7









Fig.22不 注 意 、 多 動 性 が み られ る児 童 の
発 達 障 害 の 可 能 性(%)
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4) 不 注 意 、 多 動 性 が み ら れ る 児 童 へ の 特 別 な 支 援
「上 記 の 生 活 面 の 行 動 が 気 に な る 児 童 に 対 し 、 特 別 な
支 援 が 必 要 で あ る と 感 じ ま す か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig.に
示 し た 。「必 要 だ と 感 じ る 」 は 57%、「必 要 だ と は 感 じ な








Fig.23 不 注 意 、 多 動 性 の み ら れ る 児 童 へ の
特 別 な 支 援 (%)
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5)具 体 的 な 支 援
「具 体 的 に ど の よ うな 支 援 が 望 ま しい と考 え られ ま す
か 」 の設 間 の 回 答 を Fig.24に示 した 。「補 助 教 員 の 配 置 」
は 56%、「補 習 な どの 個 別 措 置 」は 45%、「家 庭 との 連 携 」
は 78%、「学 校 外 の機 関 との 連 携 」 は 26%、「通 級 で の 指
導 」 は 37%、「そ の 他 」 は 7%であ つ た 。 家 庭 との 連 携 を
重 視 す る教 員 が 最 も多 か つ た 。
ま た 、「そ の他 」 の 自 由 回 答 を Table。2‐6に示 した 。 な
お 、 回 答 が 少 数 で あ つ た た め 、 コ ー ド分 けせ ず 回 答 の み
を載 せ て い る。
Fig。24 不 注 意 、 多 動 性 の み られ る児 童 へ の
望 ま しい 支 援 (%)(複数 回 答 )







個 に 応 じ た 声 か け 、 SST、日 常 生 活 の 中 の 声 か け
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6) 支 援 の 実 際
「(5)の中 で 実 際 に 取 り 組 ま れ て い る 支 援 は あ り ま す
か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig。25に示 し た 。「補 助 教 員 の 配 置 」
は 37%、「補 習 な ど の 個 別 措 置 」は 33%、「家 庭 と の 連 携 」
は 63%、「学 校 外 の 機 関 と の 連 携 」は 19、「通 級 で の 指 導 」
は 15%、「そ の 他 」 は 100%であ つ た 。 ま た 、「学 校 外 で
の 機 関 と の 連 携 」 に お い て 「 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 」 と
い う 具 体 的 な 回 答 が あ つ た 。
Fig。25不注 意 、 多 動 性 の み られ る児 童 へ の










4-5 項 目 「④ 通 常 学 級 担 任 の ASDの可 能 性 の あ る児
童 へ の意 識 、 対 応 につ い て 」
1) 生 活 面 で 問題 の み られ る児 童 につ い て
「現 在 学 級 に 、 ① 特 定 の こ とへ の こだ わ りが 強 い 、②
友 人 関係 を 上 手 く築 け な い 、 ③ グル ー プ 活 動 や 集 団 行 動
が 上 手 くで き な い の よ うな様 子 が み られ る児 童 は い ま す
か」の設 間 の 回答 を Fig.26に示 した。「① 特 定 の こ とへ の
こだ わ りが 強 い 」は 46%、「② 友 人 関係 を上 手 く築 け な い 」





Fig。26 生 活 面 の 問題 (%)(複数 回 答 )
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2)生 活 面 で 問 題 の み ら れ る 児 童 の 数
「(1)の児 童 は い ず れ か に 該 当 す る 学 級 に 具 体 的 に 何
人 程 度 い ま す か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig.27に示 し た 。 最 も
多 か っ た の は 2人で 、 中 に は 10人と い う 回 答 も あ つ た 。
次 に (2)の結 果 と 、 (2)の回 答 者 の 学 級 の 児 童 数 か ら 、 生 活
面 に 問 題 が み ら れ る 児 童 の 割 合 を 求 め た と こ ろ 、約 9%存







Fig。27 生 活 面 で 問 題 の み ら れ る 児 童 の 数 (人)
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3)生 活 面 で 問 題 の み られ る 児 童 の 発 達 障 害 の 可 能 性
「上 記 の 対 象 の 児 童 に は 発 達 障 害 の 可 能 性 が あ る と思
い ま す か 」の 設 間 の 回 答 を Fig.28に示 した 。「あ る と思 う」
は 33%、「あ る か も しれ な い 」は 36%、「な い 」は 15%、











Fig。28 生 活 面 で 問題 の み られ る児 童 の
発 達 障 害 の 可 能 性(%)
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4)生 活 面 で 問 題 の み られ る 児 童 へ の 特 別 な 支 援
「上 記 の 生 活 面 の 行 動 が 気 に な る児 童 に 対 し、 特 別 な
支 援 が 必 要 で あ る と感 じま す か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig。29
に 示 した 。「必 要 だ と感 じ る」 は 60%、「必 要 だ とは 感 じ
な い 」 は 28%、無 回 答 は 12%であ つ た 。








ig.29 生 活 面 で 問 題 の み ら れ る 児 童 へ の
特 別 な 支 援 (%)
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5)具 体 的 な 支 援
「 具 体 的 に ど の よ う な 支 援 が 望 ま し い と 考 え ら れ ま す
か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig。30に示 し た 。「補 助 教 員 の 配 置 」
は 43%、「補 習 な ど の 個 別 措 置 」は 25%、「家 庭 と の 連 携 」
は 93%、「学 校 外 の 機 関 と の 連 携 」 は 32%、「通 級 で の 指
導 」 は 25%、「 そ の 他 」 は 7%であ つ た 。
ま た 、「そ の 他 」 の 自 由 回 答 は 「カ ウ ン セ リ ン グ 」 の 1
件 の み で あ つ た 。








6)支 援 の 実 際
「(5)の中 で 実 際 に 取 り組 ま れ て い る支 援 は あ ります か 」
の 設 間 の 回 答 を Fig。31に示 した 。「補 助 教 員 の 配 置 」 は
14%、「補 習 な どの 個 別 措 置 」 は 25%、「家 庭 との 連 携 」
は 89%、「学 校 外 の機 関 との 連 携 」 は 25%、「通 級 で の 指








0        20
■望ましいと思う
40       60
■実際に行つている
Fig。31 支 援 の 実 際(%)(複数 回 答 )
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4-6 項 目⑤ 「 学 校 と発 達 障 害 を 対 象 と す る 民 間 学 習
支 援 事 業 との 連 携 に つ い て 」
1) 民 間 学 習 支 援 事 業 の 存 在 の 認 知 度
「発 達 障 害 児 を 専 門 と して い る 、 ま た は 事 業 の 一 環 と
して い る塾 、 家 庭 教 師 の よ うな 学 習 支 援 事 業 が 存 在 す る
こ と を知 っ て い ま した か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig。32に示 し
た 。「知 っ て い た 」 は 49%、「知 らな か つ た 」 は 49%、無
回 答 は 2%であ つ た 。約 半 数 の 教 員 が 民 間 学 習 支 援 事 業 の
存 在 を認 知 して お り、 同 数 の 教 員 が 認 知 して い な い こ と







Fig。32 民 間 学 習 支 援 事 業 の 認 知 (%)
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2) 民 間 学 習 支 援 事 業 の サ ー ビス 内 容 の 認 知 ①
「(1)の事 業 が 発 達 障 害 児 に 対 し一 人 ひ と りの 学 習 の レ
ベ ル に あ つ た 指 導 を 行 つ て い る こ と を 知 つ て い ま した か 」
の 設 間 の 回 答 を Fig。33に示 した 。「知 っ て い た 」は 45%、
「知 らな か つ た 」 は 51%、無 回 答 は 4%であ つ た 。 民 間








Fig.33 民 間 学 習 支 援 事 業 の サ ー ビス 内 容 の 認 知 ①(%)
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3)民 間 学 習 支 援 事 業 の サ ー ビス 内 容 の 認 知 ②
「(1)の事 業 が 発 達 障 害 児 の 社 会 的 ス キ ル の 向 上 の た め
の 授 業 や グル ー プ 学 習 を 行 つ て い る こ と を 知 っ て い ま し
た か 」の 設 間 の 回 答 を Fig。34に示 した 。「知 っ て い た 」は
31%、「知 らな か っ た 」 は 64%、無 回 答 は 4%であ つ た 。
学 習 指 導 の 認 知 に 比 べ 、 社 会 的 ス キ ル や グ ル ー プ 活 動 の
指 導 を行 っ て い る とい う認 知 は あ ま り され て い な い と い








Fig。34 民 間 教 育 施 設 の サ ー ビス 内 容 の認 知 ②(%)
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4) 児 童 の 民 間 学 習 支 援 事 業 の 利 用 の 把 握
「学 級 の 児 童 が (1)のよ う な 学 習 支 援 事 業 を 利 用 し て い
る か を 把 握 し て い ま す か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig.35に示 し
た 。「 は い 」 が 15%、「い い え 」 が 72%、 無 回 答 は 12%
で あ つ た 。「 は い 」 の 回 答 の 中 に は 「以 前 は 利 用 し て い た
が 、 現 在 の 学 級 の 児 童 は 利 用 し て い な い 」 と の 意 見 も あ
っ た 。 ま た 、「い い え 」、 無 回 答 の 中 に は 、「そ の よ う な 事
業 を 知 ら な か つ た た め 答 え ら れ な い 」 と い う 意 見 も 数 件
得 ら れ た 。
はい
16%
Fig。35 児 童 の 民 間 教 育 施 設 の 利 用 の 把 握(%)
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5) 民 間 学 習 支 援 事 業 との 連 絡
「児 童 の 利 用 して い る 学 習 支 援 事 業 と連 絡 を 取 る こ と
が で き ま す か 」の 設 間 の 回 答 を Fig。36に示 した 。(4)で「は
い 」 と回 答 した 教 員 の うち 、「は い 」 が 62%、「い い え 」
が 29%、無 回 答 が 9%であ つ た 。
連 絡 を と る こ とが で き る教 員 が 多 い よ うに 思 え る が 、
4)で「は い 」 と答 え た 教 員 の み が 回 答 者 で あ る た め 、







Fig。36 民 間 学 習 支 援 事 業 との 連 絡(%)
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6) 民 間 学 習 支 援 事 業 と の 連 携
「(1)のよ う な 学 習 支 援 事 業 と 何 か 連 携 し て い る こ と
は あ り ま す か 」の 設 間 の 回 答 を Fig。37に示 し た 。(4)で「 は
い 」 と 回 答 し た 教 員 の う ち 、「 は い 」 が 13%、「い い え 」
が 88%であ つ た 。 こ の 「 は い 」 の 人 数 は 全 体 の う ち の わ
ず か 1人で あ り 、民 間 学 習 支 援 事 業 の 存 在 は 知 っ て い て 、
連 絡 も 取 る こ と は で き る が 、 実 際 に 具 体 的 な 連 携 は し て
い な い と い う教 員 が ほ と ん ど で あ る と い う こ と が 明 ら か
に な つ た 。
7)具 体 的 な 連 携
(6)の回 答 者 の うち 、「具 体 的 に どの よ うな連 携 を行 つ て
い ま す か 」 の 回 答 は 1件の み で 、「母 親 を介 して 情 報 を 共
有 し、 児 童 へ の 対 応 を 一 本 化 で き る よ うに して い る 」 で
あ つ た 。 直 接 的 に で は な い が 、 情 報 の 共 有 を 行 い 、 協 力
して 児 童 へ の 支 援 を行 つ て い る こ とが 分 か つ た 。
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8) 連 携 の 必 要 性 の 有 無
「特 別 な ニ ー ズ を 持 つ 児 童 へ の 支 援 ・ 指 導 の た め に 、
(1)のよ うな 学 習 支 援 事 業 と連 携 す る こ と は 必 要 で あ る
と感 じま す か 」の 設 間 の 回 答 を Fig。37に示 した 。「必 要 で
あ る」は 26%、「児 童 に よ つ て は 必 要 で あ る」は 64%、「学
校 教 育 の み で 十 分 で あ る」は 4%、無 回 答 は 6%であ つ た 。














Fig。37 連 携 の 必 要 性 (%)
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9) 民 間 教 育 施 設 と の 連 携 の 不 便 さ
「学 校 が (1)のよ う な 学 習 支 援 事 業 と 連 携 す る 際 に 、不
便 だ と感 じ る こ と は あ り ま す か 」 の 設 間 の 回 答 を Fig.38
に 示 し た 。「不 便 だ と 感 じ る 」 は 19%、「不 便 だ と 感 じ な
い 」 は 47%、無 回 答 は 32%であ つ た 。 ま た 、「そ の よ う











Fig。38 民 間 学 習 支 援 事 業 との 連 携 の 不 便 さ(%)
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10)連 携 に つ い て 不 便 だ と 感 じ る こ と
「具 体 的 に ど の よ う な こ と が 不 便 だ と 感 じ ま す か 」 の
設 間 の 自 由 記 述 の 内 容 を Table。2‐7にま と め 、「教 員 自 身
の 多 忙 に よ る 時 間 の な さ 」、「学 校 と 事 業 の 形 態 の 差 」、「 事
業 の 実 態 の 認 知 の 問 題 」、「民 間 の 事 業 で あ る 問 題 」、「学
校 や 事 業 の 立 地 の 問 題 」 の 5カテ ゴ リ ー に 分 類 し て 示 し
た 。
Table。2¨7 不 便 だ と感 じ る こ と
カ テ ゴ リー 内 容
教 員 自身 の 多 忙 に よ る
時 間 の な さ
多 忙 で 連 携 の た め の 時 間 を 取
れ な い
多 忙 な 中 連 絡 を 取 り合 う こ と
連 携 に 時 間 が か か る
両 者 が 子 ど も の 事 に つ い て 話
し合 う時 間 が 持 ち に く い
も し 学 校 現 場 で も 通 常 授 業 外
で の 時 間 に な る 恐 れ が あ る
学 校 と 事 業 の 形 態 の 差 指 導 の 仕 方 や 説 明 方 法 の 違 い
実 態 に 対 す るす る共 通 理 解 を
密 に と る こ と
家 庭 の 姿 勢 は 両 者 に 同 じ よ う
に な る の か 。三 社 の 協 力 性 の
持 ち方 が 難 しい よ うに 思 う
50
事 業 の 実 態 の 認 知 の 問 題 不 便 で あ る と い う よ り 、 シ ス
テ ム 自 体 あ ま り分 か ら な い 。
機 会 が あ れ ば 教 え て ほ し い
事 業 の こ と が 分 か ら な い
ど の よ う な 手 順 で 申 し 込 め ば
い い か 分 か ら な い
ど こ で ど の よ う な こ と が さ れ
て い る か あ ま り 情 報 が な い
の で 連 携 し づ ら い
民 間 の 事 業 で あ る 問 題 ・学 校 に 外 部 の 人 間 が 入 る 難 し
さ が あ る
・ 民 間 の た め 発 生 す る 料 金
学 校 や 事 業 の 立 地 の 問 題 ・支 援 の 場 が 近 く に な い の で 通
う こ と が 大 変
・行 政 の 対 応 が 遅 い → 各 校 に そ
の 場 が 作 ら れ る べ き
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11) 学 校 側 の 要 望
「学 校 が 子 ど も に よ り 良 い 指 導・ 支 援 を 行 う た め に 、(1)
の よ う な 学 習 支 援 事 業 に 求 め る こ と は あ り ま す か 」 の 自
由 記 述 の 内 容 を Table.2‐8に「情 報 の 共 有 」、「専 門 機 関 と
し て の 支 援 」「学 校 0事業 ・ 家 庭 の 3者で の 連 携 」「学 校
現 場 で の 指 導 に 関 す る こ と 」「相 談 、 話 し 合 い の 機 会 」 の
5カテ ゴ リ ー に 分 類 し て 示 し た 。
Table。2¨8 民 間 学 習 支 援 施 設 に 求 め る こ と
カ テ ゴ リ ー 内 容
情 報 の 共 有 ・ 学 校 内 外 の様 子 を 情 報 交 換 で き る場
が あ れ ば い い
・ 対 応 や 内容 を教 え て ほ しい
・ 個 別 カ ル テ な どの 共 有
・ 情 報 提 供
専 門 機 関 と し て
の 支 援
困 り感 が ど こ に あ る の か 具 体 的 に 教
え て ほ し い
対 応 や 内 容 を 教 え て ほ し い
専 門 的 な 立 場 か ら 助 言 や 連 携
児 童 に 合 つ た 具 体 的 手 当 て を 詳 し く
教 え て ほ し い (言葉 数 を 少 な く ゆ つ
く り話 す 、 絵 カ ー ドを 使 い 理 解 さ せ
る な ど )
そ の 児 童 に 合 っ た 適 切 な ア ドバ イ ス
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を して ほ しい
子 ど も の こだ わ りに合 っ た 支 援
学 校・ 事 業・ 家 庭
の 3者で の 連 携
保 護 者 を含 め た カ ウ ンセ リン グ
方 向性 に つ い て の 相 談
(母親 も含 め た 二 者 で の 協 議 の 場 )
学 校 現 場 で の 指
導 に 関す る こ と
学 校 の 方 針 を 理 解 した 上 で 行 つ て ほ
しい
学 校 の 指 導 内 容 に合 う支 援 が 必 要
学 校 現 場 の 理 解
連 携 した 上 で 、 実 際 に 教 室 で で き る
支 援
相 談 、話 し 合 い の
機 会
・ 気 軽 に 相 談 で き る 窓 口 が 欲 し い
・ 子 ど も に と つ て 一 番 い い 方 法 を 一 緒
に 考 え た い
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12)今 後 の 利 用 希 望
「今 後 こ の よ う な 事 業 を 利 用 し た い と 思 い ま す か 」 の
設 間 の 回 答 を Fig。39に示 し た 。「は い 」は 67%、「い い え 」





Fig.39 今 後 の 利 用 希 望(%)
13)利用 し た く な い 理 由
「(12)で、利 用 し た い と 思 わ な い 理 由 を で き る だ け 詳 し
く 教 え て 下 さ い 」 の 回 答 は 2件で 「連 携 が 難 し そ う で あ
る 」「 ま ず は 学 校 で 支 援 し て い く べ き で あ る 」 で あ っ た 。
民 間 学 習 支 援 事 業 の 実 態 を よ く 知 ら な い た め 、 難 し そ う
と い う 回 答 が 得 ら れ た の だ と 考 え た 。 ま た 、 学 校 外 と 繋
が る 前 に 、 学 校 内 部 の 児 童 を 支 援 す る 環 境 を 整 え る 必 要
が あ る こ と か ら 以 上 の よ う な 回 答 が 得 ら れ た と 考 え た 。
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第 5節 考 察
5-1 発 達 障 害 へ の 認 識
質 問 紙 の 対 象 校 で は 、 通 常 学 級 の 担 任 教 員 の 中 に 、 特
別 支 援 学 校・特 別 支 援 学 級 で の 経 験 者 は 45%存在 した が 、
特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 を 持 っ て い る教 員 や 、 特 別 支 援
コー デ ィネ ー タ ー の 経 験 の あ る教 員 は 、 そ れ ぞ れ 12%、
15%と極 端 に 低 い 数 字 で あ り、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専
門 的 な 知 識 の あ る教 員 は 少 な い こ とが 考 え られ た 。
そ の 中 で 、 対 象 者 の うち 72%、70%、70%の教 員 が そ
れ ぞ れ LD、ADHD、ASDの障 害 の 可 能 性 が あ る児 童 が 学
級 に 在 籍 して い る と感 じて お り、 特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許
状 を 持 つ て い な い 教 員 や 、 特 別 支 援 コー デ ィ ネ ー タ ー の
経 験 の な い 教 員 も 、 特 別 な ニ ー ズ を 必 要 とす る児 童 へ の
指 導 を行 わ な け れ ば な ら な い 可 能 性 が 高 い こ とが 明 らか
に な つ た 。
そ の よ うな 児 童 へ の 支 援 と して 、LDに関す る項 目に つ
い て は 、「補 助 教 員 の 配 置 」「補 習 な どの個 別 措 置 」「家 庭
との 連 携 」 を約 8割の 教 員 が 望 ん で い た が 、「学 校 外 の機
関 との 連 携 」を選 ん だ 教 員 は 23%と大 き く下 が つ て い た 。
ADHDに関 す る項 目に つ い て は 、LDの項 目に 比 べ 、「補
習 な どの 個 別 措 置 」 の 支 援 を 選 択 す る 教 員 が 減 少 して い
た 。ADHDの可 能 性 の あ る支 援 は 学 習 内 容 自体 を 支 援 す
る補 習 に よ る も の で は 効 果 が 薄 い た め 、 こ の よ うな 結 果
が 表 れ た も の と考 え られ る。
ASDに関 す る項 目に つ い て は 、 LD、 ADHDの項 目に 比
べ 、「補 助 教 員 の 配 置 」「補 習 な どの 個 別 措 置 」 の 支 援 を
選 択 す る 教 員 が 減 少 して お り、「学 校 外 の 機 関 との 連 携 」
を 選 ぶ 教 員 が 増 え て い た 。
3つの 障 害 を通 して 、「家 庭 との 連 携 」 に よ る支 援 を 望
む 教 員 は 、ほ とん ど実 際 に 行 な つ て い た 。そ れ に 対 し「補
助 教 員 の 配 置 」、「補 習 等 の 個 別 措 置 」、「学 校 外 の 機 関 と
の 連 携 」 に 関 して は 望 ま しい と思 つ て い る教 員 に 対 し、
実 際 に 行 つ て い る教 員 は 少 な い 結 果 と な っ て い た 。 ま た
「学 校 外 の機 関 との 連 携 」 を選 ん だ 教 員 は 3つの 障 害 を
通 して 少 な く、 利 用 を 望 ま な い 、 利 用 で き な い 教 員 が 多
い こ とが 考 え られ る。 しか し、 4-5 12)の「今 後
こ の よ うな 事 業 を利 用 した い と思 い ま す か 」 の 設 間 に は
67%が「は い 」 と答 え た こ とか ら、 実 際 に 利 用 が 望 ま し
い と思 っ て い る 児 童 が 学 級 に い た 場 合 で も で き て い な い
ケ ー ス が 多 い 可 能 性 が あ る と考 え た 。
5-2 民 間 学 習 支 援 事 業 へ の 認 識
民 間 学 習 支 援 事 業 の 認 知 に つ い て 、 事 業 自 体 の 存 在 を
認 知 し て い た 教 員 は 約 半 数 で あ つ た が 、「発 達 障 害 児 に 対
し 一 人 ひ と り の 学 習 の レ ベ ル に あ つ た 指 導 を 行 つ て い る
こ と を 知 っ て い ま し た か 」 の 設 間 で 「 は い 」 と 回 答 し た
教 員 は 45%とそ の 認 知 は わ ず か に 下 が り 、「発 達 障 害 児 の
社 会 的 ス キ ル の 向 上 の た め の 授 業 や グ ル ー プ 学 習 を 行 っ
て い る こ と を 知 つ て い ま し た か 」 の 設 間 で は 「 は い 」 は
31%と大 き く 下 が る 結 果 と な つ て い た 。 学 校 外 の 民 間 の
事 業 が 、 ソ ー シ ャ ル ス キ ル や グ ル ー プ で の 社 会 性 の 向 上
な ど の 指 導 を 行 っ て い る と い う認 知 が あ ま り な か つ た た
め 、 発 達 障 害 の 可 能 性 が あ る 児 童 へ の 具 体 的 な 手 立 て と
し て 「学 校 外 の 機 関 と の 連 携 」 を 考 慮 す る 教 員 が 少 な い
結 果 と な っ た の で は な い か と 考 え た 。
ま た 児 童 の 民 間 学 習 支 援 事 業 の 利 用 の 把 握 で は 、 把 握
し て い た 教 員 は (現在 児 童 が 利 用 し て い な い 学 級 の 教 員 も
含 め て )わず か 16%であ つ た 。そ の 中 で 民 間 学 習 事 業 と 連
絡 を 取 れ る 教 員 数 は さ ら に 減 り 、 実 際 に 連 携 し て い る 教
員 は わ ず か 1人で あ つ た 。「学 習 支 援 事 業 と 連 携 す る こ と
は 必 要 で あ る と 感 じ ま す か 」 の 設 間 に 対 し 、 26%が「必
要 で あ る 」、64%が「児 童 に よ っ て は 必 要 で あ る 」 と 回 答
し て い る こ と か ら 、 多 く の 教 員 が 利 用 し た い と 思 つ て い
て も 、 実 際 の 事 業 と 連 絡 の 方 法 、 利 用 方 法 の 認 知 が な い
た め 、 連 携 を 行 う こ と が 難 し い の で は な い か と 考 え た 。
教 員 が 民 間 学 習 支 援 事 業 と 連 携 す る 際 に 考 え ら れ る 問
題 点 と し て 、「教 員 自 身 の 多 忙 に よ る 時 間 の な さ 」、「学 校
と 事 業 の 形 態 の 差 」、「事 業 の 実 態 の 認 知 の 問 題 」、「 民 間
の 事 業 で あ る 問 題 」、「 学 校 や 事 業 の 立 地 の 問 題 」 が 挙 げ
ら れ た 。 こ の こ と か ら 、 多 忙 に よ り 事 業 を 利 用 で き て い
な い 教 員 、 学 校 と 違 う こ と を 行 い づ ら い と 感 じ て い る 教
員 、 指 導 の 料 金 や 外 部 で あ る こ と を 気 に し て い る 教 員 が
い る と 考 え ら れ た 。 ま た 事 業 自 体 の 概 要 が よ く 分 か つ て
い な い 教 員 も 多 く 存 在 し た た め 、 学 校 が 事 業 の 存 在 を 知
る こ と の で き る 機 会 、 利 用 の 手 続 き を 踏 め る 機 会 が 設 け
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られ るべ き で あ る と感 じた 。
学 校 側 の 事 業 へ の 要 望 と して 、「情 報 の 共 有 」、「専 門機
関 と して の 支 援 」「学 校・ 事 業・ 家 庭 の 3者で の 連 携 」「学
校 現 場 で の 指 導 に 関 す る こ と」「相 談 、 話 し合 い の 機 会 」
が 挙 げ られ た 。
そ の他 に も 、「連 携 した 上 で 、実 際 に 教 室 で で き る支 援 」、
「子 ど も に と つ て 一 番 い い 方 法 を 一 緒 に 考 え た い 」 等 の
意 見 も、あ り、 事 業 に 対 して の 要 望 が 多 く見 られ た た め 、
これ か ら一 層 強 い 連 携 を して い く必 要 が あ る と考 え る。
そ の た め の 環 境 が 整 備 され て い る と は 言 え ず 、 多 く の 教
員 が 利 用 の 手 順 な ど に つ い て 知 ら な い こ とが あ る。 利 用
した くな い 意 見 と して 「連 携 が 難 しそ うで あ る 」 と答 え
る教 員 もい る。
これ らの こ とか ら、 学 校 に は 民 間 学 習 支 援 事 業 の 概 要
や 利 用 の 手 続 き に つ い て の 知 る こ との で き る場 所 が 必 要
で あ り、 両 者 の 実 態 を よ く理 解 した 上 で の 「連 携 」 を し





第 3章 研 究 Ⅱ
第 1節 研 究 の 目的
発 達 障 害 を 対 象 とす る 民 間 学 習 支 援 事 業 に お い て 、 事
業 に お け る 特 別 な ニ ー ズ を 持 つ 児 童 へ の 指 導 の 内 容 、 学
校 等 の 公 的 な機 関 に 比 べ 民 間 の 事 業 で あ る こ と の 問 題 点 、
学 校 側 と の 連 携 に つ い て 、 両 者 の 連 携 に お け る 現 状 と課
題 を 探 り、 明 らか に す る こ と を 目的 とす る。
2節 方 法
-1 調 査 対 象
調 査 対 象 は X県内 の 民 間 学 習 支 援 事 業 3社A、 B、 Cで
あ っ た 。
2-2 調 査 方 法
調 査 方 法 は 担 当 者 各 1名、 計 3名に 対 す る 構 造 化 面 接
に よ る 個 別 の イ ン タ ビ ュ ー で あ つ た 。 所 要 時 間 は 一 人 に
つ き 約 30～70分程 度 で あ り 、記 録 方 法 は 両 者 同 意 の 上 で 、
ICレコ ー ダ ー に よ る 音 声 記 録 を 行 っ た 。 事 前 に 作 成 し た
質 問 項 目 に 沿 つ て イ ン タ ビ ュ ー を 行 つ た 。
2-3 調 査 期 間
調 査 期 間 は 2014年5月～ 9月で あ つ た 。
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2-4 調 査 内 容
調 査 内 容 は 以 下 の 項 目 で あ る 。 し か し 、 民 間 事 業 と し
て 日 外 で き な い こ と 等 に つ い て は 質 問 の 回 答 を 得 て い な
い 。
① 指 導 体 制 に つ い て
1)事業 の カ リキ ュ ラ ム
2)通所 して い る子 ど も の プ ロ フ ィー ル
3)指導 者 の プ ロ フ ィー ル
② 連 携 体 制 に つ い て
1)通所 す る子 ど も の 情 報 の 把 握
2)学校 側 と行 つ て い る こ と
3)学校 側 との 連 絡 の 有 無
4)子ど も の 学 校 で の様 子 につ い て
5)学校 との 連 携 の 必 要 性 に つ い て
6)他の機 関 との 連 携
7)公的 機 関 に 比 べ て の 問題 、 不 便 な 点
8)学校 教 育 に 求 め る こ と
2-5 分 析 方 法
分 析 方 法 は 、 以 下 の 方 法 で 行 つ た 。
① 録 音 のデ ー タ を全 て 文 字 化 す る。
② イ ン タ ビ ュー 対 象 者 ご とに質 問 項 目に合 っ た 回 答 を抽







結 果 ① 指 導 体 制 に つ い て
事 業 の 内容
Table。3‐1事業 の 内 容
A社 個 別 学 習 指 導 、 運 動 機 能 指 導 、 グル ー プ 指 導 、 放 課
後 等 デ イ サ ー ビス 、 児 童 発 達 支 援 事 業
B社 個 別 学 習 指 導 、 グル ー プ 指 導 、 運 動 ・ 社 会 性 指 導
C社 個 別 学 習 指 導 、 グル ー プ 指 導 、 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ
ス 、 児 童 発 達 支 援 、 相 談 支 援 事 業
初 め に 、3社の 民 間 学 習 支 援 事 業 の 指 導 の カ リキ ュ ラ ム
の概 要 に つ い て 尋 ね た 。
AはTEACCHなど を含 め た 個 別 学 習 指 導 、 運 動 機 能 指
導 、 ソー シ ャ ル ス キ ル を含 め た グル ー プ 指 導 、 ま た 県 の
委 託 事 業 と して 放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 、 児 童 発 達 支 援 事
業 を行 つ て い る。
Bは作 業 療 法 的 な観 点 を 取 り入 れ て 、個 別 学 習 指 導 、グ
ル ー プ 指 導 、 運 動 0社会 性 指 導 を行 っ て い る。 使 用 して
い る教 材 は デ ィ ス レ キ シ ア の 支 援 の 進 ん で い る イ ギ リス
の も の な ど を使 用 して い た 。
Cでは 県 の 委 託 事 業 と して 放 課 後 等 デ イ サ ー ビス と し
て 個 別 学 習 指 導 、 児 童 発 達 支 援 と して ソー シ ャ ル ス キ ル
を 高 め る グル ー プ 指 導 、 相 談 支 援 事 業 を行 つ て い た 。
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通 所 児 の 障 害 種 人 数 学 校 種
A 発 達 障 害 約 60名 就 学 前 、小 学 校
学 校 、高 等 学 校




B 発 達 障 害
(発達 障 害 で は な い 児
童 も )
約 55名 小 学 校 、中 学 校 、高
等 学 校 、特 別 支 援 学
校
C 発 達 障 害 、 知 的 障 害 、
ダ ウ ン症 、 病 弱
約 120～
130ノ、
小 学 校 、中 学 校 、高
等 学 校
3 - 2通 所 して い る 子 ど も の プ ロ フ ィー ル
Table。3‐2通所 児 の プ ロ フ ィー ル
事 業 に 通 所 し て い る 子 ど も の プ ロ フ ィ ー ル に つ い て 尋
ね た 。
Aに通 所 し て い る 子 ど も は 、主 に 自 閉 症 ス ペ ク トラ ム 障
害 、 ADHD、 LDを持 つ 子 ど も で あ つ た 。 Aの位 置 す る 市
及 び そ の 周 辺 の 市 町 村 か ら 、 就 学 前 、 小 学 校 、 中 学 校 、
高 等 学 校 、 特 別 支 援 学 校 に 在 籍 す る 児 童 生 徒 が 約 60名通
つ て い る 。
Bに通 所 し て い る 子 ど も は 、発 達 障 害 の 診 断 を 持 つ 子 ど
も が ほ と ん ど で あ る が 、 近 隣 の 小 学 校 ・ 中 学 校 か ら 診 断
を 持 た な い 子 ど も も 通 所 し て い る 。 小 学 校 、 中 学 校 、 高
等 学 校 、特 別 支 援 学 校 の 児 童 生 徒 が 約 55名通 所 し て お り 、
Bの位 置 す る 市 の 子 ど も だ け で な く 、周 辺 の 市 町 村 か ら も
通 所 し て い る 子 ど も も 存 在 す る 。
Cの利 用 の 子 ど も は ADHD児、LD児、 自 閉 症 ス ペ ク ト
ラ ム 児 、 知 的 障 害 児 、 ダ ウ ン 症 児 、 病 弱 児 で あ つ た 。 放
課 後 等 デ イ サ ー ビ ス 、 児 童 発 達 支 援 は 国 の 制 度 を 元 に し
て い る た め 、 利 用 者 の 全 員 が 受 給 者 証 を 持 つ 子 ど も で あ
つ た 。 相 談 支 援 事 業 は 学 校 で 困 り感 を 持 つ 子 ど も が 対 象
で あ る た め 、 受 給 者 証 は 必 要 で は な い と の こ と だ っ た 。 C
の 位 置 す る 市 を 中 心 に 、周 辺 の 市 町 村 か ら 各 施 設 に 約 120
～ 130人の 小 学 校 、中 学 校 、高 等 学 校 の 子 ど も が 通 つ て い
る 。
3社共 通 し て 「周 辺 市 町 村 か ら 」 の 通 所 と な っ て い る 。
こ れ は 事 業 の 母 数 が 少 な く 、 子 ど も が 住 ん で い る 市 町 村
に こ の よ う な 事 業 が な く 、 周 辺 の 市 町 村 の 事 業 に 通 つ て
い る こ と が 考 え ら れ る 。
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3-3 指 導 者 の プ ロ
Table。3‐3
フ ィ ー ル
指 導 者 の プ ロ フ ィ ー ル
人 数 採 用 に 必 要 な
資 格 の 規 定
指 導 者 が 所 有 して い る 資 格
A 14名 な し 日本 カ ウ ン セ リ ン グ 学 会 認
定 ア ドバ イ ザ ー 、幼 稚 園・ 小
学 校 ・ 中学 校 ・ 高 等 学 校 教 諭
免 許 状 、社 会 福 祉 士 、保 育 士 、
管 理 栄 養 士
B 4名 な し 小 学 校 教 諭 免 許 状 、小 学 校 英
語 指 導 者
C 約 30
名
な し 社 会 福 祉 士 、 心 理 士 、 小 学
校 ・ 中学 校 ・ 特 別 支 援 学 校 教
諭 免 許 状 、 特 別 支 援 教 育 士 、
栄 養 士 、児 童 管 理 責 任 者 、ヘ
ル パ ー 、保 育 士 、介 護 福 祉 士
Aの指 導 者 数 は 14名で あ っ た 。Aの採 用 に 必 要 な 資 格
等 は 存 在 せ ず 、「子 ど もが 好 き で あ る」 とい う感 性 の み で
あ る とい う こ とだ ら た 。 た だ し、 持 つ て い る 資 格 は 多 様
で あ り、Aでは 日本 カ ウ ン セ リン グ学 会 認 定 ア ドバ イ ザ ー 、
幼 稚 園・ 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 高 校 の 教 諭 免 許 状 、 社 会 福 祉
士 、 保 育 士 、 管 理 栄 養 士 で あ っ た 。
Bの指 導 者 数 は 4名で あ っ た 。塾 で あ る た め 、採 用 に 必
要 な 資 格 等 は 存 在 しな か つ た 。た だ し、小 学 校 教 員 免 許 、
小 学 校 英 語 指 導 者 の 資 格 を 持 つ て い る指 導 者 も い る とい
うこ とだ つ た 。
Cのス タ ッ フ の 数 は約 30名で あ つ た 。CもB同様 採 用
に 必 要 な 資 格 は 特 に 存 在 しな い が 、 教 職 の 経 験 者 や 免 許
保 有 者 が 多 い とい う。 ス タ ッ フ が 持 つ て い る 資 格 は 、 社
会 福 祉 士 、 心 理 士 、 小 学 校 ・ 中 学 校 ・ 特 別 支 援 学 校 教 諭
免 許 状 、 特 別 支 援 教 育 士 、 栄 養 士 、 児 童 管 理 責 任 者 、 ヘ
ル パ ー 、 保 育 士 、 介 護 福 祉 士 な ど多 岐 に わ た っ て い た 。
第 4節 結 果 ② 連 携 体 制 に つ い て
4-1 通 塾 す る 子 ど も の 情 報 の 把 握
「通 塾 して い る 子 ど も の 様 子 を ど の 程 度 把 握 して い ま
す か 」 の 質 問 の 結 果 を以 下 に 示 した 。
Aでは 、病 院 で 行 わ れ た WISCのデ ー タ を元 に 、デ ー タ
分 析 を行 い 、 保 護 者 へ の 説 明 を行 つ て い る。
ま た 、 実 態 の 把 握 な ど は 保 護 者 との 面 談 の 中 で 読 み 取
る と の こ とだ っ た 。 生 育 歴 、 保 護 者 の 困 り感 、 検 査 デ ー
タ か ら子 ど も の 状 態 は ほ ぼ 読 み 取 る こ とが で き 、 そ れ ら
の こ とか ら得 た 情 報 を 元 に 分 析 を 行 い 、 個 別 の 指 導 計 画
書 を作 成 して い た 。
Bでは 、同様 に保 護 者 か ら様 々 な 情 報 を得 て い る との こ
とだ っ た 。
Cでは保 護 者 と面 談 を行 い 、検 査 の 結 果 を も と に 支 援 計
画 を 立 て て い る。 検 査 結 果 の 保 護 者 へ の 説 明 も行 つ て い
た 。
4-2 学 校 側 と 行 つ て い る こ と
「子 ど も の 指 導 ・ 支 援 の た め に 学 校 側 と 具 体 的 に ど の
よ う な 連 携 を 行 つ て い ま す か 」 の 質 問 の 結 果 を 以 下 に 示
し た 。
Aで は ス ー パ ー バ イ ザ ー と し て の カ ウ ン セ リ ン グ を 教
員 に 対 し 行 つ て い る と 述 べ た 。 ま た A側か ら で は な く 、
学 校 側 か ら 依 頼 が 来 た と き の み 、学 校 の 研 修 会 、講 演 会 、
ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と し て 学 校 に 入 る 、 等 の こ と を 行
っ て い た 。
ま た 特 別 支 援 コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 実 際 に Aを訪 れ 、 担
当 す る 児 童 生 徒 に つ い て の 相 談 や 、 意 見 の 交 換 を 行 う 。
普 段 の 情 報 な ど の 入 手 は 保 護 者 を 通 し て と い う側 面 が 大
き く 、 子 ど も の 様 子 に 違 和 感 を 覚 え た 際 に 保 護 者 を 通 し
て 指 導 の 様 子 を 聞 く こ と が 多 い と い う こ と だ つ た 。
Bでは 学 校 側 と 連 携 し て い る こ と は ほ と ん ど な い が 、特
別 支 援 学 級 の 教 員 と の 直 接 や 電 話 に よ る 相 談 を 行 つ て い
る 。 し か し 通 所 す る 子 ど も の 担 任 の 全 体 の 約 10%の教 員
と の 連 携 と い う こ と で あ っ た 。 ま た 、 直 接 で は な い が 、
学 校 側 が 「 塾 の あ る 日 な の で 宿 題 を 減 ら そ う 」 な ど と B
の 存 在 を 認 知 し た 上 で 、 子 ど も に 合 わ せ 対 応 し て い る こ
と が 明 ら か に な つ た 。
Cでは 子 ど も の 支 援 会 議 へ の 参 加 、学 校 人 の 説 明・ 情 報
交 換 を 行 つ て い る と 述 べ た 。
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4-3 学 校 側 と の 連 絡 の 有 無
「通 所 し て い る 子 ど も の 学 校 側 と の 連 絡 は 、 ど の よ う
に 、 ど の 程 度 取 る こ と が で き ま す か 」 の 質 問 の 結 果 を 以
下 に 示 し た 。
Aは 保 護 者 を 通 し て 何 か 問 題 が 起 こ れ ば 通 所 し て い る
全 て の 児 童 生 徒 と 連 絡 を 取 る こ と が で き る と い う こ と だ
っ た 。 し か し 、 現 在 児 童 の 様 子 は 比 較 的 落 ち 着 い て い る
の で 、 特 に 連 絡 を 取 る 必 要 は な い と い う こ と だ つ た 。
Bでは 連 絡 を 取 る こ と は で き る が 、B側か ら ア プ ロ ー チ
を 取 る こ と は ほ と ん ど な い と い う こ と だ つ た 。 そ れ は 民
間 学 習 支 援 事 業 で あ る と い う 理 由 か ら で は な く 、 今 ま で
そ の 必 要 が な か っ た た め で あ っ た 。 そ の た め 、 万 が 一 児
童 生 徒 に 緊 急 を 要 す る こ と が あ つ た 際 は 、B側か ら も 動 き
た い と い う こ と だ つ た 。
Cでは 直 接 連 絡 は 取 つ て お ら ず 、保 護 者 を 通 し て 聞 く こ
と が 現 実 的 で あ る と 答 え た 。
4-4 子 ど も の 学 校 で の 様 子 に つ い て
「学 校 で の 子 ど も の 様 子 は ど の よ う に 知 っ て い ま す か 」
の 質 問 の 結 果 を 以 下 に 示 し た 。
Aでは 学 校 で の 子 ど も の 様 子 に つ い て 、保 護 者 の 話 や 子
ど も の そ の 日 の 様 子 で 把 握 し て い る 。 最 近 は 学 校 の 教 員
が 直 接 訪 れ て 話 を す る 機 会 も 増 え て い る と い う。 し か し 、
指 導 に 必 要 で は な い 、 詳 細 な こ と に 関 し て は 知 ら な い 状
態 で あ つ た 。 通 所 し て い る 児 童 生 徒 が 、 そ の 必 要 が な い
ほ ど 落 ち 着 い て き て い る と い う こ と と も 関 連 し て い る 。
Bでは 学 校 で の 子 ど も の 様 子 に つ い て 、子 ど も の 様 子 か
ら 読 み 取 つ て い る と い う 回 答 が 得 ら れ た 。 学 校 に 行 っ て
い な い と い う こ と や 学 校 で の ト ラ ブ ル を 読 み 取 り 、 そ の
日 の カ リ キ ュ ラ ム を 柔 軟 に 変 更 す る と の こ と だ っ た 。
Cで は 面 識 の な い 教 員 が 様 子 を 伝 え る こ と は 考 え に く
く 、 必 要 が あ れ ば 保 護 者 か ら 情 報 を 得 て い る と い う こ と
だ っ た 。
4-5 学 校 と の 連 携 の 必 要 性 に つ い て
「子 ど も の 支 援 ・ 指 導 の た め に 学 校 と連 携 す る こ と は
必 要 だ と感 じま す か 」 の 質 問 の 結 果 を 以 下 に示 した 。
Aは学 校 との 連 携 に 関 して 必 要 で あ る と述 べ た 。学 校 で
は 学 校 で 行 うべ き こ とが あ り、 事 業 は 事 業 、 家 庭 は 家 庭
で す るべ き こ とが あ る が 、 何 か 問 題 が 起 き た 時 に は 、 迅
速 に 繋 が る必 要 が あ り、 学 校 、 事 業 、 家 庭 の 3者の 共 通
理 解 の必 要 性 を答 え て い た 。
Bでは 学 校 と連 携 す る こ とは 必 要 で あ る と感 じ る が 、子
ど も に 学 校 と事 業 が 寄 り添 つ て い く形 で 、 互 い が 無 理 の
な い よ うに して い く必 要 が あ る と感 じて い る と答 え て い
た 。
Cでは 学 校 に は 学 校 、家 庭 に は 家 庭 、事 業 に は 事 業 の役
割 が あ り、 全 くバ ラ バ ラ の こ と は して は い け な い が 、 同
じ こ と を す る の で は な く、 そ れ ぞ れ の 役 割 に 従 い 、 共 通
理 解 を 持 ち 、 子 ど も に 適 切 な こ と を話 し合 っ て い く こ と
が 必 要 で あ る と 答 え た 。
4-6 他 の 機 関 と の 連 携
「子 ど も の 指 導 0支援 の た め に 学 校 以 外 の 医 療 、 福 祉
機 関 な ど と 具 体 的 に ど の よ う な 連 携 を 行 つ て い ま す か 」
の 質 問 の 結 果 を 以 下 に 示 し た 。
Aでは 「 医 療 機 関 と 連 携 す る こ と が あ る 」 と い う 回 答 が
得 ら れ た 。 医 療 機 関 で 診 断 の 出 た 児 童 に 、 医 師 が Aを紹
介 し て 共 に 支 援 し て い く 形 を 取 っ て い た 。
Bでは 2校の 大 学 の 研 究 室 か ら の ア ドバ イ ス を 受 け る
こ と や 、 作 業 療 法 的 な 観 点 の 監 修 を 受 け た 指 導 を 行 つ て
い る 。 そ の 他 、 医 療 機 関 や 心 理 士 等 と も 連 携 し て い る 。
病 院 で の 検 査 結 果 を 大 学 の 研 究 室 と 合 同 で 解 析 し て 指 導
に 役 立 て て い る 。
Cでは 読 み 書 き 外 来 の 病 院 の 先 生 と 内 容 を 話 し 合 う 、保
護 者 と の 情 報 交 換 、 ケ ー ス カ ン フ ァ レ ン ス 、 発 達 支 援 セ
ン タ ー と の 連 携 を 行 っ て い る と い う 回 答 が 得 ら れ た 。
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A社 認 可 され る公 的 な 権 利 が な い
月 謝 の 存 在
と
B社 経 営 を 持 続 さ せ る こ と
C社 人 財 育 成 や 研 修 の 時 間 の確 保
4-7 公 的 機 関 に 比 べ て の 問 題 、 不 便 な 点
Table。3‐4民間 学 習 支 援 事 業 が 不 便 と感 じ る点
「公 的 な 機 関 に 比 べ 、 子 ど も を 支 援 ・ 指 導 す る 際 に 何
か 不 便 だ と 感 じ る こ と は あ り ま す か 」 の 質 問 の 結 果 を 上
記 に 示 し た 。
Aでは 「認 可 さ れ る も の が な い こ と 」「 月 謝 の 存 在 」 と
い う 点 を 挙 げ て い た 。「 こ の よ う に し た ら い い 」 と 思 う こ
と が あ つ て も 、そ れ を 実 証 す る 権 利 、資 格 等 が な い た め 、
何 も な い と こ ろ か ら 事 業 を 進 め な け れ ば な ら な い と い う
点 が 不 便 で あ つ た と い う 。 ま た 、 国 や 県 か ら 委 託 さ れ て
行 う 事 業 に は 行 政 の 補 助 が 発 生 し て く る が 、 個 人 経 営 で
あ る た め 、 国 等 の 補 助 が 一 切 な く 、 10割を 家 庭 に 負 担 さ
せ る 形 に な つ て し ま う た め 、 不 便 で あ る と 述 べ て い た 。
Bでは 「経 営 を 続 け る こ と 」 が 挙 げ ら れ た 。 サ ー ビ ス を
受 け る 際 の 国 の 負 担 な ど が 存 在 し な い 民 間 で あ る た め 、
安 定 し て 事 業 を 続 け 、 長 期 に わ た り 、 子 ど も を サ ポ ー ト
し て い く 体 制 を 整 え た い と い う 回 答 が 得 ら れ た 。
Cでは 特 別 な 資 格 を 必 要 と し な い こ と も あ り 、人 材 育 成
や 研 修 の 機 会 や 時 間 を 取 る こ と が 難 し い と い う 回 答 が 得
ら れ た 。 し か し 学 校 で も 長 時 間 の 授 業 や 校 務 等 、 教 員 は
多 忙 で あ り、 研 修 の 時 間 を 取 れ な い こ と も あ る た め 、 特
別 民 間 学 習 支 援 事 業 で あ る た め の 問 題 点 で は な い と も答
え て い た 。
3社か らそ れ ぞ れ の 問題 点 が 読 み 取 れ た が 、不 便 で あ る
点 も あ る一 方 で 、「学 校 の 方 針 の よ うに『 必 ず しな けれ ば
な ら な い も の 』 が 存 在 し な い た め 、 子 ど も に 合 っ た も の
を設 定 で き る 」、「長 時 間 の 授 業 や 校 務 、 事 務 処 理 等 が な
い た め 、 子 ど も の 指 導 に 集 中 で き る 」 等 の 利 点 も 回 答 の
中 か ら得 られ た 。 ま た カ リキ ュ ラ ム が な い 上 で 、 子 ど も
の 預 か りを す る 際 の 支 援 内 容 の 葛 藤 が あ る と述 べ られ た 。
学 校 の よ うに 授 業 や カ リキ ュ ラ ム を組 む の か 、 何 で も好
き な よ うに 過 ご させ る の か が 悩 む と こ ろ で あ る とい う回
答 が 得 られ た 。
4-8 学 校 教 育 に 求 め る こ と
「事 業 と 学 校 が よ り 良 い 指 導 ・ 支 援 を 行 う た め に 、 学
校 教 育 に 求 め る こ と は あ り ま す か 」 と い う質 問 の 結 果 を
以 下 に 示 し た 。
Aは「Aでの 今 後 事 業 に 余 裕 が で き た ら 教 員 の 事 業 の 見
学 等 を 行 い た い 」 と 述 べ た 。
Bでは 「学 校 自 体 に 求 め る こ と は な い が 、学 校 教 員 が 多
忙 で あ る た め に 学 校 で で き て い な い こ と を 、 予 算 を か け
て 補 っ て い っ て ほ し い 」 と い う 回 答 が 得 ら れ た 。 ま た 、
学 級 で 「 ニ ー ズ の あ る 児 童 に 対 し 、 特 別 な 支 援 を 行 う に
あ た っ て の 他 の 子 ど も へ の 配 慮 を 求 め た い 」 と い う 回 答
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が 得 ら れ た 。 ま た ICTの活 用 に つ い て の 意 見 が 得 ら れ た
Cで は 事 例 ご と の 相 談 す る 機 会 の 増 加 と い う 回 答 が 得
ら れ た 。 会 議 と い う 大 き な 枠 組 み で は な く 、 集 団 で の 行
動 が 苦 手 な 子 に 対 す る 相 談 し 合 え る 機 会 が 欲 し い と 述 ベ
て い た 。
第 5節 考 察
3社の 事 業 は 、 そ れ ぞ れ 60人、55人、120人の 児 童 生
徒 が 通 所 して お り、 地 域 、 規 模 、 対 象 児 の 障 害 種 な ど は
異 な っ て い る こ とが 3-1、2から明 らか に な つ た 。 ま た
民 間 学 習 支 援 事 業 とい う形 で は あ る が 、 国 や 県 か ら委 託
を 受 け て 行 っ て い る放 課 後 等 デ イ サ ー ビ ス や 児 童 発 達 支
援 の 事 業 も あ り、 民 間 の 事 業 の 中 に も私 的 な 面 と公 的 な
面 が 存 在 す る こ とが 明 らか に な つ た 。
ま た 項 目 4-1では 3社に 共 通 して 、指 導 に 当 た り、面
談 や 検 査 の デ ー タ を 元 に 指 導 ・ 支 援 計 画 を 作 成 し、 実 施
して い た 。 ま た 、 検 査 の 内 容 が よ く分 か らな い 、 詳 しい
説 明 を 受 け て い な い 保 護 者 に 対 して 、 検 査 結 果 の 説 明 0
解 説 を行 つ て い る側 面 も あ り、 医 療 機 関 と家 庭 を 結 ぶ ・
繋 げ る役 割 も担 つ て い る と考 え た 。
学 校 と連 携 して 行 つ て い る こ と は 、 カ ウ ン セ リ ン グ や
研 修 会 、 講 演 会 、 支 援 会 議 の 参 加 等 、 事 業 ご と に 様 々 な
内 容 で あ っ た 。 しか し、 実 際 に 学 校 教 員 が 民 間 学 習 支 援
事 業 を訪 れ る こ と も あ る が 、 訪 れ る教 員 の 数 は 全 体 の 中
の ご く一 部 で あ り、 通 所 児 の 担 任 教 員 と事 業 が 密 接 に 協
力 体 制 を 取 つ て い る と い う 印 象 は あ ま り感 じ ら れ な か っ
た 。 ま た 、 や は り 民 間 の 事 業 で あ り 、 学 校 内 に 入 り づ ら
い こ と か ら 、 連 絡 や 連 携 を 取 る 際 に 、 事 業 側 か ら 能 動 的
に 動 き 出 す こ と は 難 し く 、 受 け 身 的 な 行 動 に な り が ち に
な っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 よ っ て 事 業 と 連 携 を
求 め る 際 、 学 校 教 員 の 側 か ら 事 業 へ 連 携 の 手 を 差 し 伸 べ 、
共 に 子 ど も を 支 援 し て い く 形 を 取 つ て い く こ と が 望 ま し
い と 考 え ら れ る 。
4-3、4から 学 校 で の 子 ど も の 様 子 は 、直 接 学 校 か ら 情
報 を 得 て い る の で は な く 、 保 護 者 か ら や 、 そ の 日 の 子 ど
も の 様 子 か ら 読 み 取 つ て い る こ と が 示 さ れ た 。 日 々 の 指
導 の 中 で 学 校 側 と 直 接 連 絡 を 取 る 必 要 は な く 、 児 童 の 状
態 が 落 ち 着 か な い 場 合 や 、 支 援 が 緊 急 を 要 す る 場 合 の み
に 、 連 絡 を 取 る こ と が で き る 状 態 を 作 っ て い れ ば い い 、
と 事 業 側 は 考 え て い る こ と が イ ン タ ビ ュ ー か ら 明 ら か に
な っ た 。
連 携 の 必 要 性 、 在 り方 に つ い て は 4-5でA、 B、 Cご
と に 意 見 が 得 ら れ た 。 全 て の 民 間 学 習 支 援 事 業 で 「必 要
で あ る 」 と い う意 見 を 得 た が 、「学 校 は 学 校 で 行 うべ き こ
と が あ る 」、「 そ れ ぞ れ の 役 割 に 従 い 、 共 通 理 解 を 持 ち 、
子 ど も に 適 切 な 支 援 を 行 う」、「無 理 の な い 形 で し て い く 」
と 述 べ ら れ て お り 、 学 校 と 民 間 学 習 支 援 事 業 が 無 理 に 連
携 す る 必 要 は な く 、 そ れ ぞ れ の 子 ど も へ の 役 割 を 適 切 に
果 た し 、 そ れ ぞ れ の 学 習 の 場 で 支 援 す る べ き 内 容 を 行 っ
て い く こ と が 重 要 に な っ て く る と 考 え ら れ た 。
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事 業 が 民 間 で あ る た め 生 じる課 題 、問題 点 は 4-7に示
され た 。 大 き く 「資 格 等 の な い こ と に よ る 問 題 」 と 「経
営 に 関す る 問題 」 に 分 け られ た 。「資 格 等 の な い こ とに よ
る 問 題 」 は 、 民 間 学 習 支 援 事 業 で あ る た め 、 資 格 を 持 た
な い 職 員 へ の 研 修 や 、 指 針 に な る も の が な い とい う こ と
が 挙 げ られ た 。「経 営 に 関 す る 問題 」 は 、 民 間 の 事 業 で あ
る た め 、 国 や 県 の 負 担 が な く保 護 者 の 全 額 支 払 い に な つ
て しま うこ と、 安 定 した 体 制 を続 け る こ とが 挙 げ られ た 。
民 間 の 事 業 で あ る た め の 課 題 で あ る が 、 中 に は 「学 校
の 方 針 の よ うに『 必 ず しな け れ ば な ら な い も の 』 が 存 在
しな い た め 、 子 ど も に合 つ た も の を設 定 で き る 」 こ とや 、
「長 時 間 の 授 業 や 校 務 、 事 務 処 理 等 が な い た め 、 子 ど も
の 指 導 に 集 中 で き る 」 こ と な ど、 民 間 の 事 業 で あ る か ら
こ そ の 利 点 、 学 校 で は で き な い 指 導 の 在 り方 も存 在 す る
こ と が 分 か つ た 。 これ らの 、 学 校 と、 民 間 学 習 支 援 事 業
が 互 い に 抱 え る 問 題 点 と利 点 を 生 か し、 子 ど もへ の 支 援
を 包 括 的 に 行 っ て い く こ とが 両 者 に と つ て 重 要 で あ る と
考 え る。
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第 4章 総 合 考 察
本 研 究 は 通 常 学 級 の 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を 持 つ 子 ど も
に 対 す る 、 発 達 障 害 を 対 象 とす る 民 間 学 習 支 援 事 業 と小
学 校 通 常 学 級 、 そ れ ぞ れ の 支 援 体 制 の 現 状 と課 題 を 明 ら
か に し、 民 間 学 習 支 援 事 業 と学 校 と の 連 携 の 在 り方 を 提
示 す る こ と を 目的 と して 行 っ た 。 本 章 で は 、 民 間 学 習 支
援 事 業 へ の イ ン タ ビ ュ ー 調 査 、 小 学 校 へ の 質 問 紙 調 査 を
通 して 明 らか に な っ た 現 状 と課 題 を踏 ま え て 総 合 的 な 考
察 を 示 し、 そ して そ こ か ら見 え た 今 後 の 課 題 に つ い て 考
察 す る。
第 1節 両 者 の 現 状 と 課 題
本 研 究 で は 研 究 Iで発 達 障 害 を 対 象 と す る 民 間 学 習 支
援 事 業 の 指 導 ・ 支 援 の 現 状 と 課 題 に つ い て 、 研 究 Ⅱ で 小
学 校 通 常 学 級 の 特 別 な 教 育 的 ニ ー ズ を 持 つ 児 童 へ の 指 導
の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に し て き た 。
民 間 学 習 支 援 事 業 は 、 特 別 支 援 学 校 の 児 童 生 徒 だ け で
な く 、 通 常 の 小 ・ 中 学 校 、 高 等 学 校 の 児 童 生 徒 も 利 用 し
て お り 、 事 業 は 通 常 学 校 の 児 童 生 徒 へ の 支 援 も 行 つ て い
る 。 し か し 母 数 が 決 し て 多 い と は 言 え ず 、 地 域 を 越 え て
周 辺 市 町 村 か ら の 通 所 に な る こ と も あ つ た (第3章
Table。3‐1,3‐2)。
一 方 質 問 紙 の 対 象 校 で は 、 発 達 障 害 の 可 能 性 が あ る 児
童 へ の 実 際 の 支 援 と し て 学 校 外 の 機 関 と の 連 携 を 行 つ て
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い る教 員 は ご くわ ず か で あ つ た (第2章 Fig。19,25,31)。
こ の よ うに 支 援 を 必 要 と して い る 子 ど も が 学 校 に 存 在
して い る 中 、 両 者 で は 実 際 に 事 業 を利 用 で き る状 況 が ま
だ 整 っ て い な い こ とが 考 え られ る。
ま た 、 民 間 学 習 支 援 事 業 は 発 達 障 害 へ の 専 門 性 を 活 か
し、 保 護 者 へ の カ ウ ンセ リン グや 保 護 者 と 医 療 機 関 を 結
ぶ ・ 繋 ぐ役 割 を担 っ て い た (第3章 4-6)。
質 問 紙 の 対 象 校 で は 、 通 常 学 級 の 担 任 教 員 の 中 に 、 特
別 支 援 学 校・特 別 支 援 学 級 で の 経 験 者 は 45%存在 した が 、
特 別 支 援 学 校 教 諭 免 許 状 を 持 つ て い る教 員 や 、 特 別 支 援
コー デ ィネ ー タ ー の 経 験 の あ る教 員 は 、 そ れ ぞ れ 12%、
15%と極 端 に低 い 数 字 で あ り、 特 別 支 援 教 育 に 関 す る 専
F]性が 高 くな い 結 果 で あ つ た (第2章 Fig。6,8,10)。
ま た 70%程度 の 教 員 が 、 い ず れ か の発 達 障 害 の 可 能 性
を感 じ る児 童 は 学 級 に 在 籍 して い る と感 じて お り、 特 別
支 援 教 育 に 関 す る 専 門 性 が 高 く な い 教 員 も 、 特 別 な ニ ー
ズ を 必 要 とす る 児 童 へ の 指 導 を 行 わ な け れ ば な ら な い 可
能 性 が 高 い こ とが 示 され た (第2章 Fig。16,22,28)。
民 間 学 習 支 援 事 業 が 発 達 障 害 を 専 門 と した 指 導 を 行 つ
て い る こ と に 対 し、 学 校 で は 専 門 性 の あ る教 員 が 少 な い
こ とが 示 され た 。
民 間 学 習 支 援 事 業 が 私 的 な 機 関 で あ る た め 生 じ る課 題
は 、大 き く分 け て 「資 格 等 の な い こ とに よ る 問 題 」 と 「経
営 に 関 す る 問 題 」 で あ つ た 。 民 間 の 学 習 支 援 事 業 で あ る
た め 、 資 格 を 持 た な い 職 員 へ の 研 修 や 指 針 に な る も の が
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な い こ とや 、 国 や 県 の 負 担 が な く保 護 者 の 全 額 負 担 に な
っ て しま う こ と、 安 定 した 体 制 を 続 け る こ と が 困 難 で あ
る こ とが 挙 げ られ た 。 しか し、 子 ど も に 合 つ た 指 導 内 容
を 設 定 で き る こ とや 、 長 時 間 の 授 業 や 校 務 、 事 務 処 理 等
が な い た め 、 子 ど も の 指 導 に 集 中 で き る こ と な ど 、 民 間
の 事 業 で あ る か ら こ そ の 利 点 も存 在 す る こ とが 分 か つ た
(第2章 4-7)。
第 2節 両 者 の 連 携 の 在 り 方
黒 石 ・ 高 橋 (2009)11)は「子 ど も は 学 校 や 塾 で そ れ ぞ
れ 異 な る 顔 を 見 せ る 場 合 が あ る 。 子 ど も を 多 面 的 に 理 解
す る 意 味 で も 、 異 な る 状 況 に お け る 子 ど も の 在 り 方 や 他
者 の 観 点 か ら の 子 ど も に 対 す る 見 方 に つ い て 認 識 し て お
く こ と は 重 要 で あ る 」 と 述 べ て お り 、 学 校 と 民 間 学 習 支
援 事 業 、 双 方 で の 児 童 の 様 子 を 把 握 し て お く 必 要 が あ る
と 考 え ら れ る 。
し か し 民 間 学 習 支 援 事 業 と 学 校 、 両 者 の 連 携 体 制 は ま
だ 環 境 の 整 備 が な さ れ て お ら ず 、 互 い に 取 れ て い る と は
言 え な い 。
民 間 学 習 支 援 事 業 側 は カ ウ ン セ リ ン グ や 研 修 会 、 講 演
会 、 支 援 会 議 の 参 加 等 を 学 校 側 と 行 い 、 学 校 で は 母 親 を
介 し て 情 報 を 共 有 し 、 児 童 へ の 対 応 を 一 本 化 で き る よ う
に し て い る と い う 回 答 が あ つ た 。 し か し 、 民 間 組 織 が 学
校 内 に 入 る こ と や 内 部 情 報 に 関 与 す る こ と は 難 し く 、 民
間 学 習 支 援 事 業 側 か ら ア プ ロ ー チ を 行 う こ と は 現 実 的 に
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し づ ら い 状 況 で あ る 。 学 校 側 か ら の ア プ ロ ー チ が 必 要 で
は あ る が 、 事 業 の 内 容 に つ い て 学 校 側 に と つ て は 不 透 明
で あ′り 、 事 業 が ど こ に あ る の か 、 ど の よ う な 手 順 で 利 用
す れ ば い い の か 、 ど の よ う な 支 援 を 行 つ て い る の か と い
う認 知 は あ ま り さ れ て お ら ず 、 連 携 に あ た り 動 き づ ら い
現 状 で あ つ た (第3章 4-2)。
実 際 に 事 業 を 訪 れ る 教 員 の 数 は 全 体 の 中 の ご く 一 部 で
あ り 、 具 体 的 に 連 携 を 行 つ て い る 教 員 は 質 問 紙 の 対 象 校
で わ ず か 1名で あ っ た (第2章 4-6-7)。
ま た 学 校 で の 情 報 に つ い て 、 事 業 側 は 学 校 で の 子 ど も
の 様 子 は 保 護 者 か ら や 、 そ の 日 の 子 ど も の 様 子 か ら 読 み
取 る 分 で 十 分 で あ り 、「 日 々 の 指 導 の 中 で 学 校 側 と 直 接 連
絡 を 取 る 必 要 は な く 、 児 童 の 状 態 が 落 ち 着 か な い 場 合 や 、
支 援 が 緊 急 を 要 す る 場 合 の み に 、 連 絡 を 取 る こ と が で き
る 状 態 を 作 つ て い れ ば い い 」 と 述 べ て い た (第3章 4-
4)。
対 す る 学 校 側 は 「学 校 内 外 の 様 子 を 情 報 交 換 で き る 場
が あ れ ば い い 」、「専 門 的 な 立 場 か ら 助 言 が 欲 し い 」 等 と
回 答 し て お り 、 事 業 側 に 直 接 通 じ る 窓 口 の よ う な も の を
求 め て い た (第3章 Table。3‐8)。
連 携 の 必 要 性 、 在 り方 に つ い て は 、 事 業 側 は 3社と も
「必 要 で あ る 」 と 述 べ 、 学 校 側 も 67%が「今 後 利 用 し た
い 」 と の 意 見 が 得 ら れ て い る (第2章 Fig。39、 第 3章 4
-5)。こ の こ と か ら 、 両 者 は 互 い の 助 け を 必 要 と は し て
い る と 考 え ら れ る が 、 そ の 利 用 の 手 順 が 整 つ て い な い 。
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民 間 学 習 支 援 事 業 の 母 数 は ま だ 少 な く、 各 市 町 村 に 1社
程 度 で あ り、 地 域 の す べ て の 特 別 な ニ ー ズ を 持 つ 児 童 を
支 援す る こ と は で き な い 。 ま た 、 学 校 側 の 認 知 も低 く 、
連 携 の 必 要 性 に つ い て 「必 要 で あ る 」、「児 童 に よ つ て は
必 要 」 と考 え て い る に もか か わ らず 、「不 便 で あ る とい う
よ り、 シ ス テ ム 自体 あ ま り分 か ら な い 。 機 会 が あ れ ば 教
え て ほ しい 」、「 どの よ うな 手 順 で 申 し込 め ば い い か 分 か
らな い 」、「 ど こ で ど の よ うな こ とが され て い る か あ ま り
情 報 が な い の で 連 携 しづ らい 」 とい う回 答 が 多 く得 られ
て い る。 事 業 に つ い て 知 ら な い た め に 「学 校 外 の 機 関 と
の 連 携 」 や 「不 便 だ と思 わ な い 」 の 回 答 が 少 な か つ た も
の と考 え る(第2章 Fig。37,38)。
さ ら に 、 学 校 の 回 答 か ら 「多 忙 で 連 携 の た め の 時 間 を
取 れ な い 」 等 の 意 見 が 得 られ て 教 師 自身 が 多 忙 で あ る等
の 学 校 で の 課 題 も あ り、 実 際 に 両 者 が 連 携 す る 上 で 難 し
い 側 面 も あ る と言 え る(第2章 Table.2‐7)。
これ に 対 し、 事 業 側 は 「学 校 は 学 校 で 行 うべ き こ と が
あ る 」、「そ れ ぞ れ の 役 割 に 従 い 、 共 通 理 解 を 持 ち 、 子 ど
も に 適 切 な 支 援 を行 う」、「無 理 の な い 形 で して い く」 と
述 べ て い る (第3章 4-5)。こ の こ とか ら事 業 や 学 校 は
そ れ ぞ れ の 役 割 を認 知 した うえ で 、 支 援 の た め の 連 携 を
して い く こ とが 重 要 で あ る と考 え られ る。
79
第 3節 今 後 の 課 題
以 上 の 現 状 と課 題 を 踏 ま え 、 民 間 学 習 支 援 事 業 の 今 後
の 課′題 を 考 察 す る こ とで 、 本 研 究 を 閉 じた い 。
共 生 社 会 の 実 現 、 障 害 の あ る児 童 、 な い 児 童 が 学 習 活
動 に 参 加 して い る 実 感 ・ 達 成 感 を 持 つ た め に は 、 両 者 が
混 在 す る 通 常 学 級 に お い て 、 障 害 を 持 つ 児 童 へ の 適 切 な
支 援 を行 うた め の 環 境 整 備 が 必 要 で あ る。
発 達 障 害 を 対 象 とす る 民 間 学 習 支 援 事 業 も そ の ひ とつ
と して 学 校 と連 携 して い く必 要 が あ る。
学 校 と民 間 学 習 支 援 事 業 は 、 そ れ ぞ れ が 担 うべ き役 割
を 持 ち 、 ま た 教 育 機 関 と して の 利 点 と 問 題 点 を 抱 え て い
る。
「 自 由 に カ リキ ュ ラ ム を 設 定 で き る 」、「校 務 等 が 存 在
しな い 」等 の 民 間 で あ る こ との利 点 、「経 営 に 関 す る 問題 」、
「資 格 等 を 必 要 と しな い こ と に よ る 問 題 」 等 の 問 題 点 、
そ れ に 対 し、 学 校 の 持 つ 「長 時 間 子 ど もへ の 指 導 の 時 間
を確 保 で き る 」、「公 的 な 効 力 を保 有 して い る 」 等 の 公 的
機 関 で あ る こ との利 点 、「多 忙 で あ る こ と」、「障 害 に 対 す
る 専 門 性 の 欠 如 」 等 の 問 題 点 を 踏 ま え 、 第 一 に 両 者 が 互
い の 教 育 内 容 に つ い て 認 知 し、 そ れ ぞ れ の 利 点 ・ 特 色 を
生 か し、 問 題 点 を 補 え る よ うな 関 係 づ く りを 行 う必 要 が
あ る。
しか し両 者 が お 互 い に 協 力 して 子 ど もへ の 支 援 を 行 う
た め の 連 携 の 体 制 は整 つ て い な い 。
よ っ て 共 生 社 会 の 中 で 通 常 学 級 に 在 籍 す る 特 別 な 教 育
的 ニ ー ズ を 持 つ 子 ど も へ の 支 援 の た め の 環 境 の 整 備
て 、 民 間 学 習 支 援 事 業 と 学 校 と の 以 下 の 連 携 の 在 り
提 示 す る 。
① 学 校 が 地 域 の 民 間 学 習 支 援 事 業 につ い て 知 る こ との で
き る機 会 を作 成 す る こ と
② 学 校 と民 間学 習 支 援 事 業 を繋 ぐ窓 口を作 成 す る こ と
③ 学 校 ご とに 民 間 学 習 支 援 事 業 の利 用 の ガ イ ドライ ン が
示 され る こ と
④ 代 表 者 同士 が気 軽 に踏 み 入 れ る関係 に あ る こ と
地 域 の 教 育 資 源 と し て 、 民 間 学 習 支 援 事 業 は ま だ 活 用
さ れ て い る ケ ー ス は 少 な い 。 ま た 、 学 校 外 の 人 間 が 学 校
内 に 入 る こ と は 難 し い と 考 え ら れ る 。
そ の た め 、 ま ず は 学 校 が 事 業 に つ い て 知 り え る 機 会 を
作 成 し 、 そ の 上 で 、 連 絡 を 繋 ぐ 窓 口 、 利 用 の ガ イ ド ラ イ
ン が 作 ら れ る 等 の 制 度 が で き 、 環 境 が 整 え ら れ る こ と 、
両 者 が 気 軽 に 情 報 交 換 、 指 導 の 相 談 な ど の で き る 関 係 を
築 く こ と が 必 要 で あ る 。
民 間 学 習 支 援 事 業 が 支 援 の 一 つ と し て 選 択 で き る 存 在
と な る こ と で 、 共 生 社 会 の 中 で 、 特 別 な ニ ー ズ の あ る 子
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性別  男   女
年齢
10代  20代  30代  40代  50代以上
全勤務年数   (   )年
現任校勤務年数 (   )年
(2)現在担任されている学級の人数を教えてください。
(   )人
(3)特別支援学校、または特別支援学級での指導経験はありますか。














1。 いる   →(2)以降にお進みください
2。 いない  →(4)以降にお進みください
(2)(1)の児童生徒は具体的に何人程度いますか。
(   )人
(3)学習のどのような面に遅れを感じますか。
当てはまるものすべてに○印をつけてください。その他はご自由にご記入ください。
1.文字の読み書きが苦手  2.説明の聞き取りが苦手  3.計算問題が苦手
4.その他 (                     )
(4)上記の対象の児童には発達障害の可能性があると思いますか。
1。 あると思う  2。ある児童もいるかもしれない  3.思わない
(5)学習面の遅れが気になる児童に対し、特別な支援が必要であると感じますか。








1.補助教員の配置  2.補習などの個別措置  3.家庭との連携






4。 いない       →(4)以降へお進みください
(2)(1)の児童は学級に具体的に何人程度いますか。
①②いずれかに該当する児童 (     )人
(3)上記の対象の児童には発達障害の可能性があると思いますか。
また可能性がある場合、何人程度ですか。
ま ζ:鬼抒:ぃるかもし力しない } 2)のうち(       )人
3。 ない
(4)上記の生活面の行動が気になる児童に対し、特別な支援が必要であると感じますか。




1.補助教員の配置  2.補習などの個別措置  3。家庭との連携
4.学校外の機関との連携  5。通級での指導
6。 その他(                 )
(6)(5)の中で実際に取り組まれている支援はありますか。
当てはまるものすべてに○印をつけてください。その他はご自由にご記入ください。
1.補助教員の配置  2.補習などの個別措置  3.家庭との連携











(   )人
(3)上記の対象の児童には発達障害の可能性があると思いますか。
また可能性がある場合、何人程度ですか。
:: 奮:鬼曇:ぃるかもしれない }(     )人
3.ない
(4)上記の生活面の行動が気になる児童に対し、特別な支援が必要であると感じますか。




1.補助教員の配置  2.補習などの個別措置  3.家庭との連携
4.学校外の機関との連携  5。通級での指導
6。 その他(                 )
(6)(5)の中で実際に取り組まれている支援はありますか。
当てはまるものすべてに○印をつけてください。その他はご自由にご記入ください。
1.補助教員の配置  2.補習などの個別措置  3.家庭との連携


































1.はい  →アンケー トは終わりです。ありがとうございました。
2.いえ →(13)にお進みください。




兵 庫 教 育 大 学 大 学 院 障 害 科 学 コー ス で の 2年間 の 研 究 、
な らび に 本 研 究 の 作 成 に お い て 、 指 導 教 員 で あ る 河 相 善
雄 教 授 に は 多 大 な 尽 力 、 適 切 か つ 丁 寧 な ア ドバ イ ス と多
角 的 な 視 点 か ら ご指 導 を い た だ き 、 本 当 に あ りが と う ご
ざい ま した 。
な らび に 障 害 科 学 コ ー ス の 諸 先 生 方 に は 、 ご指 導 、 ご
助 言 を い た だ い た こ と を深 く感 謝 い た しま す 。
そ して 、調 査 の 実 施 に あ た り、Z市の 小 学 校 校 長 先 生 を
は じめ 、通 常 学 級 の 担 任 の 先 生 方 、X県の 民 間 学 習 支 援 事
業 の 代 表 者 の 方 々 の 調 査 協 力 に 多 大 な る感 謝 を して お り
ま す 。 お 忙 しい 中 、 貴 重 な 時 間 を 割 い て ご協 力 い た だ い
た こ と を厚 くお 礼 申 し上 げ ま す 。
本 研 究 の 内 容 が 現 実 に な れ ま す よ う、 特 別 支 援 教 育 の
ま す ま す の 発 展 を祈 りま す 。
平 成 26年度 修 了 生
八 木  裕 司
